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本
稿
は
近
世
後
期
の
佐
賀
藩
蘭
学
者
金
武
良
哲
の
江
戸
に
お
け
る
闇

学
修
業
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
金
武
は
佐
賀
藩
闇
学
の
鼻

祖
で
あ
る
島
本
良
順
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
出
府
し
て
伊
東
玄
朴
．

象
先
堂
の
門
人
と
な
っ
た
。
伊
東
玄
朴
は
長
崎
に
て
和
閣
通
詞
猪
俣
伝

次
右
衛
門
や
シ
ー
ボ
ル
ト
に
学
び
、
出
府
し
て
象
先
堂
を
開
い
た
闇
方

医
で
あ
る
。
後
に
幕
府
の
医
官
と
な
り
、
幕
末
に
活
躍
す
る
蘭
学
者
た

ち
を
育
成
し
、
安
政
年
間
に
は
仲
間
と
共
同
出
資
で
お
．
上
が
池
種
短
所

を
設
立
し
た
こ
と
で
も
著
名
で
あ
る
。
本
稿
で
は
佐
賀
県
立
博
物
館
に

寄
託
さ
れ
て
い
る
金
武
良
哲
文
書
の
中
に
あ
る
伊
東
玄
朴
・
象
先
棠
で

の
修
業
日
記
を
分
析
し
、
近
世
後
期
の
蘭
学
塾
に
お
け
る
修
業
が
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
具
体
的
に
考
察
す
る
と
と
も
に
天
保
後

期
象
先
党
の
様
相
も
探
り
た
い
。

は
じ
め
に

【
研
究
ノ
ー
ト
】

天
保
期
に
お
け
る
伊
東
玄
朴
熟
「
象
先
堂
」
の
闇
学
修
業

ー
佐
賀
藩
蘭
学
者
金
武
良
哲
「
江
戸
日
記
」
の
分
析
ー

近
枇
後
期
に
お
け
る
佐
賀
藩
の
蘭
学
は
藩
儒
古
賀
穀
堂
や
彼
に
幼
い

頃
か
ら
薫
陶
を
受
け
た
卜
代
藩
主
鍋
島
直
正
が
蘭
学
に
執
心
で
あ
り
、

-
2
-

当
初
医
学
を
中
心
と
し
て
受
容
さ
れ
た
。
文
政
期
に
は
長
崎
で
閾
学
を

修
め
た
島
本
良
順
が
城
下
で
蘭
学
塾
を
開
講
、
伊
東
玄
朴
や
金
武
良

哲
、
大
庭
雪
斎
な
ど
の
門
人
を
育
て
た
が
漢
方
主
流
で
あ
っ
た
当
時
は

H
の
目
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
古
賀
穀
堂
が
『
学
政
管
見
』

で
提
1

日
し
た
藩
立
医
学
校
が
天
保
五
(
-
八
一
二
四
）
年
に
開
校
し
、
島

本
良
順
が
寮
監
と
な
っ
た
あ
た
り
か
ら
徐
々
に
闇
学
に
対
す
る
機
運
が

高
ま
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
当
初
医
学
に
お
い
て
受
容
さ
れ
た
蘭
学
は
幕

末
に
近
づ
き
海
外
情
勢
が
緊
迫
す
る
中
、
長
崎
御
番
の
国
役
も
あ
り
、

軍
事
科
学
に
そ
の
焦
点
が
移
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
た
め
佐
賀
藩
の
闇
学

研
究
は
反
射
炉
や
大
砲
鋳
造
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
学
問
と
し
て
軍

事
科
学
面
で
の
功
績
が
強
調
さ
れ
藩
政
史
の
中
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

「

6
-

杉
本
勲
氏
の
『
幕
末
洋
学
に
お
け
る
西
南
雄
藩
の
位
置
』
が
そ
の
代
表

酉

留

い
ず
み
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格
で
あ
ろ
う
。
杉
本
氏
は
「
佐
賀
藩
の
蘭
学
は
他
藩
と
く
ら
べ
て
医
学

か
ら
軍
事
科
学
へ
の
転
換
が
、
比
較
的
早
期
に
し
か
も
き
わ
だ
っ
て
行

わ
れ
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い

る
。
青
木
歳
幸
氏
は
そ
う
言
っ
た
側
面
を
部
分
的
に
は
認
め
つ
つ
も
医

ご

8
-

学
と
も
ど
も
あ
い
ま
っ
て
発
展
し
た
と
論
証
、
か
つ
地
域
闇
学
的
見
地

9
l
 

か
ら
の
総
合
的
な
研
究
も
進
め
て
い
る
。
閾
学
を
藩
政
の
中
、
地
域
全

体
の
中
で
大
局
的
に
捉
え
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、
個
々
の
蘭
学
者

た
ち
が
ど
の
よ
う
に
新
し
い
知
識
を
積
み
重
ね
た
の
か
と
い
う
知
識
形

成
に
関
す
る
研
究
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
は
近
世
後
期
か
ら
明

治
期
に
か
け
て
の
急
速
な
近
代
化
を
考
え
る
上
で
重
要
な
視
点
で
あ

る
。
知
識
形
成
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
に
つ
い
て
は
近
年
で
は
海
原
亮

氏
が
福
井
藩
府
中
領
医
師
の
京
都
遊
学
に
つ
い
て
日
記
史
料
を
素
材
と

し
た
研
究
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
私
塾
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
と
し
て

は
海
原
徹
氏
の
『
近
世
私
熟
の
研
究
』
が
あ
る
。
し
か
し
近
枇
後
期
、

闇
学
が
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
佐
賀
藩
の
闇
学
者
に
つ

い
て
そ
の
知
識
形
成
を
具
体
的
に
追
っ
た
研
究
は
少
な
い
。
玄
朴
に
関

し
て
は
孫
で
あ
る
伊
東
栄
氏
の
『
伊
東
玄
朴
伝
』
が
あ
り
、
近
年
で
は

佐
賀
偉
人
仏
の
一
環
と
し
て
青
木
歳
幸
氏
の
『
伊
東
玄
朴
』
も
刊
行
さ

れ
た
が
、
玄
朴
の
蘭
学
教
授
に
つ
い
て
は
史
料
的
制
約
も
あ
り
研
究
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
金
武
良
哲
に
つ
い
て
は
子
孫
の
池
田
正
亮
氏
の

『
金
武
良
哲
』
が
詳
細
を
伝
え
る
が
私
家
版
で
も
あ
り
研
究
を
目
的
と

し
た
体
裁
で
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
高
田
誠
二
氏
の
「
久
米
邦
武

と
金
武
良
哲
の
物
理
学
手
稿
」
が
管
見
で
は
金
武
を
扱
っ
た
唯
一
の
論

稿
で
あ
る
が
こ
れ
も
久
米
邦
武
を
中
心
に
据
え
た
研
究
と
な
っ
て
い

る。
今
回
金
武
の
象
先
宜
に
お
け
る
修
業
日
記
と
い
う
貴
璽
な
史
料
を
活

用
し
、
そ
の
修
業
内
容
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
時
期
の
闇
学

者
の
知
識
形
成
の
一
例
、
さ
ら
に
象
先
堂
の
教
授
内
容
、
同
塾
周
辺
の

学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
伊
東
玄
朴
と
金
武
良
哲
の
蘭
学
修
業

伊
東
玄
朴
は
佐
賀
藩
出
身
で
天
保
の
は
じ
め
江
戸
に
闇
学
熟
・
象
先

堂
を
開
き
坪
井
い
道
、
戸
塚
静
海
と
と
も
に
江
戸
の
三
大
蘭
方
医
と
称

さ
れ
た
医
者
で
あ
り
蘭
学
者
で
あ
る
。
寛
政
十
二
(
-
八

0
0
)
年、

肥
前
神
崎
郡
仁
比
山
不
動
院
の
被
官
に
し
て
農
業
を
営
む
父
執
行
重
助

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
十
二
歳
の
時
に
仁
比
山
不
動
院
の
住
職
玄

透
に
つ
い
て
漢
学
を
学
ん
だ
後
、
医
学
を
志
し
て
十
六
歳
で
隣
村
小
淵

の
漢
方
医
古
川
左
庵
に
師
事
し
た
。
地
元
で
漢
方
医
と
し
て
開
業
後
、

蘭
方
を
志
し
佐
賀
城
下
蓮
池
町
で
闇
学
を
教
授
し
て
い
た
佐
賀
藩
蘭
学

の
鼻
祖
島
本
良
順
の
門
人
と
な
る
。
文
政
五
(
-
八
二
二
）
年
、
蘭
学

の
本
場
長
崎
に
出
立
、
和
闇
通
詞
猪
俣
伝
次
右
衛
門
の
元
で
オ
ラ
ン
ダ

語
を
学
ぶ
。
翌
文
政
六
年
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
付
医
師
と
し
て
シ
ー
ボ
ル

ト
が
来
日
、
玄
朴
は
猪
俣
の
許
可
を
得
て
シ
ー
ボ
ル
ト
に
も
師
事
す

る
。
こ
の
経
緯
を
見
て
み
る
と
最
初
の
蘭
学
の
師
は
島
本
良
順
で
あ
る



69 研究ノート

が
彼
の
元
で
学
ん
だ
の
は
数
か
月
に
す
ぎ
な
い
。
玄
朴
が
和
闇
語
を
習

得
し
た
の
は
猪
俣
伝
次
右
衛
門
門
下
、
蘭
方
医
と
し
て
の
基
礎
を
築
い

た
の
は
シ
ー
ボ
ル
ト
門
下
時
代
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
シ
ー
ボ

ル
ト
は
文
政
九
(
-
八
二
」
ハ
）
年
一
一
月
江
戸
に
出
立
、
将
軍
家
斉
に
謁

見
し
て
い
る
。
玄
朴
も
同
年
、
猪
俣
伝
次
右
衛
門
一
家
と
と
も
に
出
府

す
る
。
通
説
で
は
シ
ー
ボ
ル
ト
に
伺
行
し
て
出
府
し
た
と
言
わ
れ
る

が
、
伝
次
右
衛
門
の
長
男
源
三
郎
が
江
戸
の
天
文
台
詰
通
詞
に
任
命
さ

れ
た
た
め
で
あ
り
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
江
戸
参
府
と
は
直
接
の
関
係
は
な

い
。
実
際
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
江
戸
参
府
日
記
に
は
同
行
し
た
人
々
の
名

前
、
人
相
、
性
格
な
ど
も
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
猪
俣
一
家
の
名

”} 

も
玄
朴
の
名
前
も
登
場
し
な
い
。

出
府
後
玄
朴
は
天
文
台
役
方
で
閾
学
を
溝
じ
た
と
言
わ
れ
る
。
天
文

台
役
方
で
蘭
書
を
講
じ
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。

従
来
玄
朴
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
際
こ
の
点
に
つ
い
て
掘
り

F
げ
ら
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
玄
朴
が
医
師
と
し
て
闇
学
者
と
し
て
江
戸
で

名
を
挙
げ
る
過
程
で
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
出
発
点
で
あ
る
と
筆
者

は
考
え
る
。
の
ち
に
玄
朴
の
義
兄
と
な
る
猪
俣
源
一
二
郎
は
文
政
九
（
一

八
二
六
）
年
六
月
か
ら
同
十
一
年
末
ま
で
天
文
台
詰
通
詞
を
務
め
て
い

る
か
、
天
文
台
詰
通
詞
の
勤
務
内
容
に
つ
い
て
片
桐
一
男
氏
が
し
双
石
得

十
郎
の
「
諸
書
留
」
を
例
に
引
き
「
天
文
台
方
詰
通
詞
は
役
宅
に
お
い

て
「
内
弟
子
」
を
と
っ
て
い
た
」
こ
と
、
そ
こ
で
「
通
詞
が
江
戸
の
閾

学
者
に
教
授
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
影
響
は
特
筆
に
値
す
る
」
こ
と
を
指

象
先
堂
入
門
式

摘
し
て
い
る
。
玉
天
文
台
役
方
で
蘭
書
を
講
じ
た
」
と
は
共
に
出
府
し
て

来
た
玄
朴
が
猪
俣
源
三
郎
の
助
手
と
し
て
役
宅
で
蘭
語
教
授
を
行
っ
て

い
た
こ
と
を
指
す
可
能
性
が
高
い
。
源
一
二
郎
は
蘭
学
に
執
心
な
古
河
藩

家
老
鷹
見
泉
石
宅
に
も
頻
繁
に
出
入
り
し
、
求
め
に
応
じ
て
闇
書
や
海

品幻）

外
か
ら
の
渡
来
品
を
調
達
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
天
文
方
役
宅
で
の

生
活
は
天
文
方
役
員
や
そ
の
一
局
で
あ
る
蕃
書
和
解
御
用
の
人
々
を
は

じ
め
、
江
戸
在
住
の
蘭
学
者
、
ま
た
闇
学
に
執
心
な
幕
臣
た
ち
と
の
交

流
を
可
能
に
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
江
戸
へ
出
て
き
た
ば
か
り
の
駆

け
出
し
闇
学
者
に
と
っ
て
は
人
的
、
学
問
的
便
宜
を
広
げ
る
と
い
う
意

味
で
ま
た
と
な
い
有
益
な
環
境
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
後
の
玄
朴
の
活

躍
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
下
地
が
醸
成
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

玄
朴
は
文
政
ト
―
二
八
二
八
）
年
、
知
己
で
あ
っ
た
蘭
学
者
青
地

林
宗
に
五
両
借
り
本
所
番
場
町
に
て
医
叢
を
開
き
、
蘭
学
の
教
授
も
開

始
し
た
。
子
供
の
馬
牌
風
（
ジ
フ
テ
リ
ア
）
を
完
治
さ
せ
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
患
者
が
急
増
、
文
政
十
二
(
-
八
二
九
）
年
、
下
谷
長
者
町

に
移
転
、
徐
々
に
名
を
挙
げ
る
。
天
保
一
＾
（
一
八
一
―
―
-
）
年
|
―
一
月
に

は
江
戸
在
住
に
し
て
佐
賀
藩
主
鍋
島
直
正
に
一
代
侍
と
し
て
抱
え
ら
れ

る
。
天
保
四
二
八
三
三
）
年
に
は
下
谷
御
徒
町
泉
橋
通
に
転
居
し
象

先
堂
を
開
塾
す
る
。

象
先
堂
の
束
脩
料
と
熟
則
を
次
に
あ
げ
る
。
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周
子
一
箱

束
脩
金
弐
百
疋

鼻
紙
料
金
百
疋

金
五
十
疋

一

金

五

十

疋

一

金

二

百

疋

一

金

五

卜

疋

象
先
堂
塾
則

一
闇
書
並
び
翻
訳
書
之
外
雑
胄
類
読
候
事
一
切
禁
止

一
飲
酒
雑
談
堅
無
用

一
外
出
一
月
五
回
之
外
決
而
不
相
成
、
若
不
得
止
事
遅
刻
化

宿
之
節
者
請
人
よ
り
印
鑑
付
之
書
状
持
参
之
事

一
人
湯
髪
結
者
一
々
奥
え
相
届
札
差
出
帰
塾
之
上
無
失
念
札

晶
取
可
申
事

一
毎
朝
五
ツ
時
迄
奥
え
札
差
出
夜
四
ツ
時
請
取
可
申
事

右
件
々
相
背
候
節
は
廿
日
禁
足
並
調
合
処
当
直
直
可
相
勤
、
杓

-
3
 

及
再
三
者
退
熟
之
事

こ
の
入
門
式
を
見
る
と
象
先
堂
入
門
時
に
金
六
五

0
疋
必
要
で
あ
っ

た
。
同
時
期
、
江
戸
で
開
熟
し
て
い
た
坪
井
信
道
の

H
宵
常
は
金
二
五

[3i 

〇
疋
余
で
あ
る
か
ら
二
倍
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
緒
方
洪
庵

の
適
塾
に
は
入
門
式
の
記
録
が
な
い
が
、
事
実
上
分
校
で
あ
る
緒
方
郁

蔵
の
独
笑
軒
熟
は
入
門
時
必
要
な
額
は
金
．
二
H
O
疋
で
あ
っ
た
。
象
先

布
先
生

布
奥
方

布
芯
先
牛

布
熟
頭

右
熟
中

`
?
]
 

、

3

右
僕

堂
の
束
脩
が
高
額
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ

れ
で
も
四
百
人
か
ら
の
門
人
が
い
た
の
は
、
玄
朴
が
中
ー
時
高
価
で
入
手

困
難
な
闇
書
を
多
数
所
持
し
て
お
り
、
そ
れ
を
読
め
る
こ
と
が
入
門
者

の
重
要
な
動
機
付
け
に
な
っ
て
い
た
と

J
わ
れ
て
い
る
。
塾
則
を
要
約

す
る
と
、
蘭
書
、
翻
訳
書
以
外
の
説
書
は
禁
化
。
外
出
は
一
カ
月
に
五

回
ま
で
、
門
限
に
遅
れ
た
場
合
は
請
人
の
印
鑑
と
書
状
が
必
要
、
入

浴
・
髪
結
は
届
け
る
こ
と
、
朝
八
時
に
札
を
出
し
夜

t
時
に
札
を
受
け

取
る
こ
と
、
違
反
者
は
二

0
日
間
禁
足
、
繰
り
返
す
場
合
は
退
塾
、
と

言
っ
た
厳
し
さ
で
あ
っ
た
。

象
先
常
の
門
人
録
に
は
四

0
六
名
の
名
前
が
あ
り
、
出
身
地
で
多
い

の
は
肥
削
を
筆
頭
に
武
蔵
、
出
羽
、
陸
奥
、
伊
予
、
下
総
、
長
門
と
ば

っ
た
あ
た
り
で
あ
る
「
．
ほ
ぼ
全
国
か
ら
入
門
者
が
あ
っ
た
。
著
名
な
門

人
を
挙
げ
る
と
武
田
斐
一
一
＾
郎
、
津
田
真
一
郎
、
松
木
弘
安
、
柴
川
収
蔵
、

肥
田
濱
五
郎
、
神
田
孝
平
な
ど
が
い
る
。
佐
賀
藩
出
身
者
は
四
五
名
と

一
割
強
を
占
め
、
杉
谷
確
介
、
佐
野
常
民
等
が
お
り
、
佐
賀
藩
闇
学
の

興
陸
に
玄
朴
が
一
役
買
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
)

さ
て
本
稿
で
分
析
す
る
象
先
堂
の
修
業
の
対
象
と
な
る
金
武
良
哲

ニ
八
―

-
1
一
八
八
万
）
は
、
佐
賀
藩
の
医
学
館
で
あ
る
好

4
館
や
梢

錬
所
で
活
躍
し
た
蘭
学
者
で
あ
る
。
城
下
六
庫
町
の
錫
職
人
の
息
＋
と

し
て
生
ま
れ
た
。
鋳
職
と
は
鋳
造
・
鍛
造
・
彫
金
・
象
嵌
・
し
宝
な
ど

の
方
法
に
よ
り
金
属
を
細
［
す
る
職
で
あ
る
。
幼
友
達
と
将
来
の
夢
を

語
り
合
っ
た
際
、
侍
に
な
る
と
宜
．．
 
は
し
た
と
五
わ
れ
、
ま
ず
は
漢
力
医
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の
学
僕
と
な
っ
た
。
天
保
冗
二
八
一
.. 
O
)

年
頃
に
は
蘭
方
医
•
島
本

良
順
（
龍
鳴
）
の
門
人
と
な
り
蘭
学
を
学
び
、
天
保

t
（
一
八
一
三
九
）

年
、
江
戸
の
伊
東
玄
朴
に
入
門
し
た
c

江
戸
修
業
の
契
機
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
事
情
を
推
測
さ
せ

る
も
の
に
堤
柳
翠
の
事
例
が
あ
る
。
堤
は
金
武
と
団
じ
島
本
良
順
の
門

下
生
で
、
佐
賀
藩
の
支
藩
小
城
出
身
で
あ
る
C

彼
が
象
先
堂
に
入
門
す

る
際
の
経
緯
が
『
小
城
藩

□記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

堤
柳
翠
な
左
之
通
顧
有
之
候
所
、
御
当
役
御
聞
届
之
上
、

頻
之
通
被
仰
付
候
、
但
右
者
先
達
而
御
当
役
限
二
面
相
済

候
二
付
、
其
段
江
戸
注
進
相
成
居
候

奉
廂

D
上
覚

私
儀
、
医
業
之
儀
＂
戊
如
即
被
差
免
憤
難
有
仕
合
、
御
蔽
を

以
、
じ
佐
殿
家
中
嶋
本
龍
嘘
江
随
身
稽
古
罷
在
候
、
然
所

此
節
同
人
同
心
之
由
二
而
江
戸
衣
下
谷
和
呆
橋
什
屈
罷
在

候
御
本
家
御
家
中
伊
束
元
卜
と
申
人
、
当
時
可
然
門
弟

茂
無
之
、
反
的
手
支
居
候
趣
を
以
、
誰
差
越
呉
候
様
、
右

龍
咄
迄
申
越
、
古
卜
之
折
柄
二
御
座
候
故
、
此
御
方
御
支
無

之
候
ハ
ヽ
、
彼
地
罷
登
稽
古
仕
間
敷
哉
、
妥
切
同
人
相
勤

申
候
二
付
、

PJ
相
成
儀
御
座
候
ハ
ヽ
、
何
卒
出
府
随
身
仕

度
、
且
家
熟
方
之
像
も
師
家
二
柑
尋
稽
古
仕
度
御
座
候

条
、
当
節
な
向
五
ヶ
年
之
間
御
暇
被
為
拝
領
被
ド
度
奉
郭

候
、
勿
論
往
来
之
路
費
、
其
外
自
凸
見
悟
二
而
柳
茂
御
上
奉

掛
御
難
題
候
儀
者
無
御
座
候
条
、
彼
是
之
趣
何
分
御
仁
恕

之
御
吟
味
被
成
下
、
如
願
被
為
聞
召
啓
被
下
候
様
、
筋
々

甘
御
相
達
深
重
奉
頼
候
、
以
上

申
正
月
持
永
治
兵
衛
殿

中
島
文
蔵
殿

三
月
九
日堤
柳
翠
な
左
之
通
書
付
差
出
候
所
、
御
当
役
御
間
届
相

済
、
佐
賀
表
汀
御
切
手
乞
受
柑
成
ル

奉
矧

l
上
詑

私
俄
、
為
医
学
稽
古
江
戸
下
谷
和
泉
橋
住
居
被
罷
在
候
御

本
家
御
家
中
伊
東
玄
卜
と
申
人
汀
随
身
稽
古
仕
度
御
座
候

条
、
打
申
年
合
向
子
ノ
年
迄
五
ヶ
年
限
御
切
手
被
仰
請
被

下
度
奉
頻
候
、
勿
論
、
於
向
々
無
作
法
之
儀
不
仕
出
、
彼

地
罷
着
候
ハ
ヽ
、
桜
田
御
屋
敷
江
点
合
罷
帰
候
節
ハ
、
御

留
守
居
力
な
付
状
を
取
、
右
年
限
内
罷
帰
、
御
切
手
同
飢

自
身
指
出
返
卜
可
仕
候
、
若
緩
之
儀
茂
候
ハ
ヽ
、
我
々
可

被
承
候
、
此
段
筋
々
御
祖
達
致
御
頼
候
、
以
上

一
類安
本
源
太
左
衛
門

頻
主

申
三
月

堤
柳
翠

判
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要
約
す
る
と
、
江
戸
の
伊
東
玄
朴
よ
り
嶋
本
龍
嗚
（
島
本
良
順
）
の

と
こ
ろ
に
、
し
か
る
べ
き
門
人
が
い
な
い
の
で
誰
か
差
し
向
け
て
く
れ

な
い
か
と
依
頓
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
島
本
の
門
人
で
あ
っ
た
堤
柳

翠
が
天
保
七
二
八
二
六
）
年
旅
費
等
は
自
費
で
賄
う
の
で
五
年
間
の

医
学
修
業
を
藩
に
頓
い
出
て
い
る
。
こ
の
史
料
に
つ
い
て
青
木
歳
幸
氏

は
「
天
保
七
年
頃
は
、
ま
だ
門
人
も
少
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
」
「
伊

東
玄
朴
門
人
の
増
加
に
、
も
と
師
匠
の
島
本
良
順
の
斡
旋
が
あ
っ
た
」

と
迩
べ
て
い
る
が
、
実
際
は
逆
で
、
玄
朴
の
医
業
が
繁
盛
し
て
多
忙
な

の
で
誰
か
頼
り
に
な
る
将
来
有
望
な
門
人
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
言
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
以
下
の
理
由
に
よ
る
。
ま
ず
金
武

が
象
先
堂
に
入
門
し
た
の
は
堤
柳
翠
の
三
年
後
で
あ
り
、
そ
の
間
、
門

人
は
三
五
名
増
加
し
て
い
る
。
退
塾
し
た
門
人
が
い
た
と
し
て
も
か
な

り
の
増
員
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
3

多
数
の
患
者
と
門
人
を
抱
え
医

業
・
塾
業
と
も
に
玄
朴
を
支
え
る
人
材
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。
実
際
、
金
武
は
人
門
後
約
一
か
月
で
代
診
を
開
始
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
単
な
る
修
業
目
的
で
は
な
く
玄
朴
の
補
佐

的
役
割
を
期
待
さ
れ
て
の
出
府
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
考
え
る
。

な
お
金
武
は
出
府
の
後
に
天
保
ト
ー
一
(
-
八
四
一
）
年
末
、
帰
藩
し

持
永
治
兵
衛
殿

中
嶋
文
蔵
殿

堤
柳
翠

佐
賀
城
ド
伊
勢
屋
町
に
居
住
後
、
弘
化
元
年
中
町
へ
転
屯
す
る
n

の
ち
、

金
武
は
象
先
党
で
の
修
業
で
得
た
知
識
や
医
者
と
し
て
の
実
績
を
認
め

ら
れ
て
、
蘭
方
医
、
蘭
学
者
と
し
て
藩
内
で
も
徐
々
に
用
い
ら
れ
て
い

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
弘
化
元
年
か
ら
二
年
頃
、
鍋
島
直

正
の
庶
兄
で
請
役
（
家
老
）
で
も
あ
っ
た
須
古
の
領
主
鍋
島
安
房
の
家

拓

来
と
な
る
っ
弘
化
四
(
-
八
四
七
）
年
に
は
医
学
館
の
闇
学
頭
取
に
任

じ
ら
れ
る
。
嘉
永
二
(
-
八
四
九
）
年
引
痘
方
懸
合
に
任
じ
ら
れ
る
。

安
政
六
(
-
八
六
一
）
年
、
佐
賀
藩
医
学
校
好
生
館
の
指
南
役
を
命
じ

ら
れ
、
文
久
―
-
（
一
八
六
―
-
）
年
、
安
房
家
来
と
し
て
三
人
扶
持
を
賜

っ
て
い
る
。
元
治
元
（
了
八
六
四
）
年
に
は
佐
賀
本
藩
に
召
し
出
さ
れ
、

一
代
侍
と
し
て
五
人
扶
持
を
賜
る
。
慶
応
三
(
-
八
六
じ
）
年
、
好
牛

館
教
導
方
本
役
を
命
じ
ら
れ
る
。
明
治
四
二
八
七
一
）
年
、
精
錬
所

仕
組
方
出
仕
。
同
十
五
(
-
八
八
二
）
年
、
引
退
。
同
|

t

（
一
八
八

四
）
年
に
病
没
、
死
大
に
際
し
鍋
島
直
大
よ
り
祭
祀
料
金
白
円
を
賜
る
。

二
江
戸
に
お
け
る
金
武
良
哲
の
代
診

金
式
良
哲
は
火
保
ト
ー
十
一
（
一
八
一
「
九
ー
一
八
四
一
）
年
、
伊
東

玄
朴
の
象
先
堂
で
修
業
し
、
そ
の
間
の
日
品
を
残
し
て
い
る
（
以
下
こ

れ
を
「
江
戸

11
記
」
と
呼
ぶ
C

)

。
金
武
が
二
九
歳
か
ら
一
一
二
歳
の
日
記

で
現
在
、
佐
賀
県
立
博
物
館
寄
託
「
金
武
良
哲
文
書
」
の
中
に
あ
る
。

形
態
は
横
半
帳
で
十
ー
―

-rか
ら
為
り
、
表
紙
に
「
寛
永
十
九
壬
午
、
長

崎
御
番
御
受
取
之
初
之
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
「
天
保
十
年
亥
八
月
朔
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日
、
佐
賀
出
立
」
に
始
ま
り
、
最
後
は
「
天
保
ト
ニ
年
十
一
月
卜
五
日
、

江
戸
発
足
、
極
月
十
八
日
佐
賀
着
、
天
保
十
二
壬
寅
―
一
月
廿
九
日
、
父

忠
左
衛
門
卒
、
天
保
十
四
年
癸
卯
」
で
終
わ
る
。
日
記
の
各

f
の
冒
頭

に
、
「
ア
」
、
「
べ
」
、
「
セ
」

．．． 

（
以
下
略
）
と
オ
ラ
ン
ダ
語
の
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
(
]
そ
の
忍
図
は
不
明
で
あ
る
が
当
時
の

金
武
の
オ
ラ
ン
ダ
語
に
対
す
る
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
「
江
戸
日
記
」

が
修
架

H
記
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
金
武
は
象
先
党
に
お
い

て
塾
主
伊
東
玄
朴
の
代
診
を
頻
繁
に
行
っ
て
お
り
、
そ
の
合
間
に
塾
の

内
外
で
闇
書
の
会
読
を
行
っ
て
い
る
。
日
記
に
は
修
業
の
内
容
や
塾
内

外
の
門
人
と
の
交
流
、

H
常
牛
活
、
玄
朴
の
家
族
関
係
等
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
以
下
「
江
戸
日
記
」
の
中
か
ら
代
診
と
会
説
の
内
容
を
拾
い

出
し
分
析
を
加
え
る
。

「
江
戸
日
記
」
中
の
代
診
記
録
を
表
ー
に
ま
と
め
た
。
そ
れ
を
元
に
以

下
に
治
療
対
象
者
、
そ
の
居
住
地
、
病
気
の
種
類
、
治
療
内
容
、
＂
楽
剤

に
つ
い
て
各
々
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
治
療
対
象
者
で
あ
る
が
治
療
延
べ
人
数
（
天
保
十
年
卜
月
1

十
二
年
五
月
の
間
）
は
大
人
五
一
一
名
、

f
供
十
．
二
名
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
武
家
（
家
族
含
む
）
は
大
人
三
四
名
、

f
供
八
名
で
あ
っ
た
。
町
人

（
家
族
含
む
）
は
大
人
十
八
名
、
子
供
五
名
で
あ
る
。
身
分
が
不
明
な
者

に
つ
い
て
は
、
苗
字
が
あ
る
者
を
武
家
と
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
み
る

と
治
療
対
象
者
は
武
家
中
心
で
あ
り
、
町
人
の
中
で
は
大
坂
屋
、
都
屋
、

尾
張
屋
、
近
江
屋
、
房
州
屋
と
い
っ
た
商
家
の
家
族
が
多
い
。
金
武
が

最
も
頻
回
に
診
察
し
て
い
る
松
平
内
記
は
、
天
保
十
一
（
一
八
四

0
)

年
の
「
武
鑑
」
に
浅
隼
新
堀
ハ
タ
居
住
で
三
千
石
の
寄
合
衆
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
。
居
住
地
も
象
先
堂
か
ら
非
常
に
近
い
。
金
武
は
内
記

の
み
な
ら
ず
、
彼
の
屋
敷
内
に
居
住
し
て
い
る
家
来
や
使
用
人
の
治
療

に
も
よ
く
出
向
い
て
い
る
。
歌
人
、
日
本
画
家
と
言
っ
た
患
者
も
診
察

し
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
一
人
菊
地
容
斎
は
伊
東
玄
朴
夫
妻
の
肖
像
画

も
描
い
て
お
り
、
『
伊
東
玄
朴
伝
』
の
挿
絵
に
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
代
診
の
金
武
で
こ
の
患
者
層
で
あ
れ
ば
、
玄
朴
自
身
の
患
者
は
更

に
卜
層
の
武
家
中
心
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

次
に
患
者
の
居
住
地
を
江
戸
切
絵
図
と
照
合
す
る
と
、
象
先
堂
の
周

囲
、
佐
賀
藩
の
卜
屋
敷
で
あ
る
桜
田
屋
敷
、
中
屋
敷
で
あ
る
溜
池
屋
敷

の
周
囲
に
分
布
し
て
お
り
、
往
診
に
出
向
く
範
囲
が
そ
の
あ
た
り
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

病
気
の
種
類
を
代
診
記
録
・
表
1
か
ら
分
類
す
る
と
、
胃
腸
病
三
件
、

眼
病
―
―
一
件
、
頭
痛
三
件
、
胸
水
三
件
、
痔
壌
二
件
、
馬
牌
風
（
ジ
フ
テ

リ
ア
）
二
件
、
卒
中
二
件
、
喘
息
一
件
、
複
合
五
件
と
な
る
。

治
療
方
法
も
同
じ
く
代
診
記
録
・
表

1
を
み
て
み
る
と
、
水
蛭
付

（
潟
血
）
七
件
、
キ
リ
ス
テ
ル
四
件
、
投
薬
二
件
、
刺
絡
（
高
血
）
―
―

件
、
エ
レ
キ
テ
ル
一
件
、
カ
テ
ー
ト
ル
一
件
、
膏
薬
一
件
、
糸
通
し
一

件
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
治
療
方
法
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

水
蛭
付
は
水
蛭
を
皮
膚
に
付
け
血
を
吸
わ
せ
て
潟
血
す
る
治
療
法
で

「
江
戸
日
記
」
で
は
眼
病
治
療
等
の
際
に
行
わ
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
か
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ら
日
本
で
行
わ
れ
て
い
た
が
江
戸
時
代
中
期
以
降
行
わ
れ
な
く
な
り
、

そ
の
後
闇
方
医
学
が
受
容
さ
れ
再
び
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
刺
絡

も
冶
血
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
針
を
刺
し
て
血
液
を
排
出
す
る
、
よ
り

積
極
的
な
方
法
で
あ
る
（
「
江
戸
日
記
」
で
は
卒
中
の
治
療
に
行
わ
れ
て

い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
臨
床
学
者
ブ
ー
ル
ハ
ー
フ
ェ
(
-
し
ハ
六
八
ー
一
七

三
八
）
を
は
じ
め
と
す
る
機
械
論
者
は
身
体
を
機
械
に
見
立
て
、
血
液

循
環
の
仕
組
み
を
身
体
運
動
の
基
本
と
し
た
。
病
気
は
血
管
と
血
液
の

相
互
作
用
の
故
障
に
よ
り
発
生
し
、
炎
症
は
血
液
が
血
管
を
通
り
に
く

い
か
閉
塞
し
た
た
め
に
起
き
る
と
言
う
理
論
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
人
フ
ー

フ
ェ
ラ
ン
ド
(
-
七
六
―
―
ー
一
八
：
ニ
ハ
）
の
書
藉
が
舶
載
さ
れ
、
あ
ら

ゆ
る
病
気
の
予
防
法
と
し
て
も
活
用
す
べ
き
と
の
主
張
に
よ
り
渭
血
が

活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
キ
リ
ス
テ
ル
は
浣
腸
の
こ
と
で
あ

る
。
漢
方
で
も
昔
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
宇
田
川
玄
随
『
西
説
内
科
撰

要
』
に
浣
腸
法
が
吉
利
詞
釜
兒

(
K
l
y
s
t
i
e
r
)

と
し
て
記
載
さ
れ
「
我

ガ
医
家
ガ
方
式
的
二
浣
腸
ノ
法
ヲ
用
フ
ル
ニ
全
リ
シ
ハ
、
西
洋
医
方
行

ハ
レ
テ
ヨ
リ
以
来
ノ
コ
ト
ナ
リ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
〔
，
カ
テ
ー
ト
ル

は
『
日
本
医
学
史
」
に
「
葛
底
帝
兒

(
K
a
t
h
e
t
e
r
)

ニ
テ
尿
ヲ
導
ク
ノ

法
モ
亦
西
洋
ヨ
リ
伝
ハ
リ
、
大
明
・
｛
克
政
ノ
頃
ニ
ハ
尿
閉
及
ビ
淋
疾
ノ

治
ニ
コ
ノ
機
械
ヲ
用
ピ
（
以
下
略
）
」
と
あ
る
(
[
尿
閉
や
淋
病
の
治
燎
に

使
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
CJ

エ
レ
キ
ト
ル
と
い
う
記
載
も
日
記
に
は
あ
る

が
ど
の
よ
う
に
治
療
に
使
わ
れ
た
の
か
日
記
の
記
述
だ
け
で
は
不
明
で

あ
る
。
西
洋
で
治
病
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
弘
化
四
(
-
八

四
し
）
年
頃
か
ら
で
、
日
本
で
は
安
政
六
二
八
五
九
）
年
の
『
内
服

I
功
』
に
エ
レ
キ
テ
ル
療
法
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
言
う
‘
•
そ
う
で
あ

れ
ば
金
武
良
哲
が
象
先
党
時
代
に
行
っ
た
エ
レ
キ
テ
ル
は
、
日
十
い
段
階

で
の
治
燎
へ
の
導
入
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
cJ

糸
通
し
は
痔
瘍
の
治

療
と
し
て
行
わ
れ
た
。
陳
実
功
『
外
科
正
家
』
に
薬
線
結
紫
療
法
と
し

て
、
本
間
棗
軒
『
瘍
科
秘
録
』
に
茉
線
緊
紫
の
法
と
し
て
糸
通
し
が
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
岩
垂
純
一
氏
が
指
摘
し
て
お
り
、
そ
れ
と
圃
様

の
治
療
法
か
と
思
わ
れ
る
3

「
江
戸
日
記
」
の
天
保
十
二
年
四
月
十
一
一
一
日
条
に
は
、
玄
朴
の
友
人
、

戸
塚
静
海
の
手
術
見
学
の
記
述
が
あ
り
、
「
七
カ
は
．
い
塚
先
生
ナ
リ
、
其

手
ギ
ハ
頗
ル
ト
出
来
」
と
感
想
が
書
か
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
状
況

が
佐
渡
の
蘭
学
者
柴
田
収
蔵
の
日
記
に
も
見
ら
れ
る
（
／
外
科
で
評
判
の

高
い
戸
塚
情
海
の
手
術
雰
が
あ
る
際
は
見
学
も
可
能
で
あ
り
、
ま
た
と

な
い
臨
床
学
習
の
場
で
あ
っ
た
と
推
察
す
る
。

次
に
治
療
に
使
わ
れ
た
薬
剤
で
あ
る
が
、

H
記
の
記
載
を
見
る
と
漢

閾
両
力
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
蘭
方
と
し
て
は
ヤ
ラ
ッ

パ
（
緩
．
卜
剤
）
、
シ
ギ
タ
リ
ス
（
強
心
利
尿
薬
）
、
牛
欺
丸
、
ワ
ス
咋
日
、

ホ
ル
ト
ガ
ル
（
オ
リ
ー
ブ
油
・
膏
薬
と
し
て
）
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
る
。

漢
方
と
し
て
は
、
桂
花
（
解
熱
）
、
個
香
（
胃
腸
薬
）
、
桂
枝
湯
（
風
邪

の
初
期
）
、
水
桂
、
発
表
剤
―
'
桂
枝
湯
等
）
、
蝋
・
浦
黄
（
膏
薬
と
し
て
）

な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
蒲
黄
、
ホ
ル
ト
ガ
ル
（
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
）
、
蝋
を
混
ぜ
て
膏
薬
（
い
わ
ゆ
る
ガ
マ
の
油
の
よ
う
な
も
の
か
）
を
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作
っ
た
り
、
ヤ
ラ
ッ
パ
と
い
う
ヒ
ル
ガ
オ
科
の
植
物
を
使
っ
て
細
艇
を

作
り
壕
詰
に
し
た
り
と
、
薬
の
調
合
も
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

三
江
戸
に
お
け
る
会
読
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
江
戸
日
叫
」
に
よ
る
と
、
金
武
は
象
先
堂
と
大
槻
俊
斎
・
℃
の
ニ
ヶ
所

で
会
誡
に
参
加
し
て
い
る
〔
）
大
槻
俊
斎
は
文
化
元
(
-
八

0
四
）
年
、

陸
奥
同
牛
ま
れ
で
手
塚
良
仙
ら
に
学
ん
だ
後
長
崎
に
遊
学
、
玄
朴
に
出

会
い
友
人
と
な
る
（
）
長
崎
で
は
高
島
秋
帆
に
砲
術
も
学
ん
で
お
り
、
江

戸
に
戻
っ
て
か
ら
は
玄
朴
宅
の
近
隣
、
下
谷
練
塀
小
路
に
開
粟
し
た
。

後
に
仙
台
藩
朕
と
な
っ
て
い
る
rs

玄
朴
と
と
も
に
お
玉
が
池
種
痘
所
の

設
立
に
貢
献
し
所
長
と
な
っ
た
3

以
下
に
「
江
戸
日
記
」
に
記
載
さ
れ

て
い
る
書
籍
を
使
っ
た
修
業
（
会
虚
・
写
本
）
の
記
録
を
ま
と
め
（
表

2
)
、
そ
れ
を
も
と
に
分
析
す
る
。

ま
ず
、
象
先
堂
で
行
な
わ
れ
た
会
読
（
天
保
ト
一
年
七
月
1
天
保
十
＇

二
年
四
月
）
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
3

会
説
の
閲
催
日
は
二

□日か：ー一

阿
、
二
六
日
が
一
回
、
六

H
が
一
日
、
し
日
が
一
川
と
な
っ
て
い
る
つ

こ
れ
ら
六
回
の
記
録
か
ら
推
定
す
る
の
は
難
し
い
が
会
説
開
催
が
例
え

ば
一
の
付
く
日
、
六
の
付
く
日
と
い
う
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
た
可
能

性
が
高
い
。
次
に
開
始
時
刻
で
あ
る
が
夜
行
っ
(
―

1
0
時
）
が
一
．
叶
、

夜
五
つ
半
(
―
―
一
時
）
が
一
一
回
、
単
に
夜
と
書
か
れ
た

H
が
一
一
阿
で
あ

る
。
会
議
は
全
て
夜
間
に
行
わ
れ
て
お
り
医
業
を
終
え
た
後
に
玄
朴
が

夜
間
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
つ

会
読
時
の
教
科
書
に
つ
い
て
は
ブ
ル
ー
メ
ン
バ
ソ
ハ
の
『
人
身
究
理

基
礎
』

(
G
r
o
n
d
b
e
g
i
n
s
e
l
e
n
d
e
r
 n
a
t
u
u
r
k
u
n
d
e
 v
a
n
 d
e
n
 m
e
n
s
c
h
 

d
o
o
r
 
B
l
u
m
e
n
b
a
c
k
:
J
.
F
)

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ゲ
ッ
チ
ン

ゲ
ン
大
学
医
学
教
授
の
ド
イ
ツ
人
j
.
F
．
ブ
ル
ー
メ
ン
ハ
ッ
ハ
の
生
理
学

教
科
者
を
]
・
フ
ォ
ス
マ
ー
ル
が
蘭
訳
し
た
も
の
で
、
金
武
文
書
に
あ
る

の
は
第
一
節
か
ら
第
二
八
節
ま
で
の
抜
書
き
で
あ
る
。
金
武
の
蔵
書
目

録
に
も
01
叫
載
が
あ
る
）
会
読
に
玄
朴
が
選
ん
だ
蘭
書
は
診
察
に
す
ぐ
役

立
つ
臨
床
阪
学
分
野
で
は
な
く
、
基
礎
医
学
の
分
野
に
属
す
る
身
体
の

機
能
を
学
ぶ
生
理
学
書
で
あ
っ
た
。
こ
の
原
著
は
天
保
十
(
-
八
三
九
）

ふ
竺

年
に
長
崎
に
一
冊
、
舶
載
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
玄
朴
が
そ

れ
を
人
手
し
て
す
ぐ
に
象
先
堂
で
教
科
書
と
し
て
使
用
し
た
と
す
る

と
、
特
に
生
理
学
者
を
選
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、
最
新
の
舶
載
医
学
蘭

書
と
い
う
観
点
で
会
議
に
使
用
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
適
塾
の
熟
頭

で
あ
っ
た
村
田
蔵
六
（
大
村
益
次
郎
）
が
安
政
万
二
八
五
六
）
年
江

戸
に
開
い
た
鳩
居
堂
で
は
、
学
力
に
よ
っ
て
等
級
を
卜
に
ラ
ン
ク
付
け

し
て
い
た
が
、
そ
の
四
番
目
に
嗜
た
る
ド
一
1

：
と
い
う
レ
ベ
ル
で
阿
じ
く

「
人
身
究
ビ
ル
メ
ン
バ
ッ
ク
」
を
教
え
た
こ
と
が
学
則
か
ら
わ
か
っ
て

い
る
3

象
先
堂
の
教
科
書
に
つ
い
て
は
玄
朴
は
マ
ー
ト
シ
カ
ッ
ペ
イ
の

文
法
書
を
塾
課
と
定
め
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
の
共

益
社
が
刊
行
し
た
初
心
者
向
け
文
法
論
『
ガ
ラ
ン
マ
チ
カ
』
、
中
級
編

と
も
い
う
べ
き
文
章
論
『
セ
イ
ン
タ
キ
ス
』
を
指
す
。
順
に
こ
の
一
一
っ

を
学
ぶ
こ
と
は
緒
方
洪
庵
の
適
熟
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
「
江
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戸
日
記
」
に
は
象
先
堂
で
の
和
闇
文
法
書
会
説
の
記
載
は
全
く
な
い
，
‘

金
武
に
関
し
て
は
和
蘭
語
の
学
習
は
大
槻
俊
斎
熱
で
ウ
ェ
イ
ラ
ン
ド
の

文
法
書
会
読
を
行
っ
て
お
り
、
医
学
に
つ
い
て
は
象
先
幽
で
ブ
リ
ュ
ー

メ
ン
バ
ッ
ハ
『
人
身
究
理
基
礎
』
の
会
読
を
行
っ
て
い
る
。
入
門
前
に

既
に
あ
る
程
度
の
蘭
語
は
身
に
付
け
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、
熟
で
の
学
習
に
際
し
な
ん
ら
か
の
選
択
を
行
っ
て

い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

会
読
参
加
者
は
門
人
朝
か
ら
名
前
を
照
合
す
る
と
象
先
堂
か
ら
は
朝

見
啓
（
桂
）
順
（
奥
州
白
河
藩
）
、
堤
柳
翠
（
肥
前
小
城
）
、
徳
岡
佐
門

（
播
州
酒
見
北
條
）
、
片
岡
如
軒
（
讃
岐
高
松
藩
）
、
室
岡
徳
勇
（
融
）
（
陸

奥
盛
岡
藩
）
、
河
野
又
玄
（
出
羽
米
沢
）
、
岡
口
等
（
肥
前
平
戸
藩
）
、
伊

東
宗
準
（
伊
勢
津
藩
）
、
伊
藤
玄
民
（
下
野
烏
山
藩
）
、
金
武
良
哲
（
肥

前
佐
賀
）
が
参
加
し
て
い
る
。
坪
井
信
道
の
日
習
堂
か
ら
は
蒲
原
仲
刊

（
肥
州
佐
賀
）
が
参
加
、
所
属
塾
不
明
な
者
と
し
て
門
次
、
勇
玄
、
”

次
、
文
恭
、
玄
東
、
植
一
一
の
六
名
が
い
る
。

次
に
大
槻
俊
斎
宅
で
行
わ
れ
た
会
読
（
天
保
十
二
年
し
月
＼
九
月
）

を
み
て
み
よ
う
。
会
読
開
催
日
は
二
五
日
が
一
三
凹
、
一
1

一
一
日
が
一
回
、

八
日
が
一
回
、
十
八
日
が
一
回
、
十
七
日
が
一
匝
で
あ
る
。
）
五
、
八
の

付
く
日
は
会
読
日
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
会
読
閉
始
時
刻
に
つ
い

て
は
六
つ
半
(
+
几
時
・
先
生
帰
宅
遅
く
会
無
）
、
夜
五
つ
か
ら
九
つ

(
―1
0
~
0
時
）
と
言
っ
た
記
載
が
あ
り
、
会
読
は
夜
間
に
行
わ
れ
て
お

り
、
玄
朴
同
様
、
医
業
を
終
え
た
後
に
俊
斎
が
行
っ
た
と
推
察
す
る
(
)

会
読
使
用
教
科
書
は
「
文
法
書
」
と
記
載
が
あ
る
も
の
と
「
ウ
ェ
イ

ラ
ン
ド
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
ャ
一
時
、
オ
ラ
ン
ダ
文
法
書

の
基
本
で
あ
っ
た
『
ガ
ラ
ン
マ
チ
カ
』
『
セ
イ
ン
タ
キ
ス
』
よ
り
卜
級
と

さ
れ
て
い
る
P.
W
e
i
l
a
n
d
の
文
法
書
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
）

そ
の
他
、
『
ア
ー
ル
ド
之
ア
ル
ゲ
メ
ー
テ
ー
フ
ル
シ
ュ
ク
ト
之
編
』
を
説

み
合
わ
す
と
の
記
載
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
地
理
書
、

A
a
r
d
r
i
j
k
s
k
u
n
d
e

の
総
論
A
l
g
e
m
e
e
n
o
v
e
r
z
i
c
h
t
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
板
澤
武
雄
氏
が
述

べ
て
い
る
。

次
い
で
会
読
参
加
者
で
あ
る
が
象
先
堂
か
ら
は
金
武
良
哲
（
肥
前
）
、

坪
井
に
道
の

Il
習
常
か
ら
は
浦
原
仲
哲
（
肥
州
佐
賀
）
、
鹿
田
文
山
（
賀

州
金
沢
）
、
中
西
八
郎
助
（
肥
州
武
雄
）
が
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

所
属
塾
不
明
な
者
と
し
て
有
―
一
が
い
る
。

象
先
棠
と
大
槻
俊
斎
宅
で
の
会
読
に
参
加
し
て
い
た
者
は
ど
の
よ
う

な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
。
日
記
の
中
に
登
場
す
る
学
宵
者
を
熟
別
に
挙

げ
て
み
る
°

・
象
先
堂
門
人
（
啓
（
桂
）
順
、
柳
翠
、
佐
門
、
如
軒
、
徳
勇
（
融
）
、

等
、
宗
準
、
玄
民
、
又
玄
、
玄
泉
、
裔
井
玄
順
）

・
坪
井
信
道
門
人
（
仲
哲
、
八
郎
助
、
文
山
）

・
所
属
塾
不
明
門
人
（
宗
活
、
門
次
、
文
恭
、
勇
次
、
玄
東
、
勇
玄
、

植
二
、
有
―
―
)

こ
の
中
で

H
記
に
度
々
登
場
す
る
佐
賀
藩
出
身
者
一
一
名
に
つ
い
て
そ

の
来
歴
を
以
下
に
記
し
て
み
る
。
ま
ず
、
蒲
原
仲
哲
で
あ
る
。
象
先
堂
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の
門
人
帳
に
は
そ
の
名
が
な
く
坪
井
倍
道
の
門
人
躾
に
肥
前
佐
賀
之
住

人
早
津
江
「
蒲
原
仲
哲
」
と
あ
る
。
仲
哲
は
天
保
ト
一
年
八
月
ト
一
日

に
故
郷
に
残
し
て
き
た
子
ど
も
が
亡
く
な
り
、
妻
も
大
病
の
旨
書
状
が

届
き
、
そ
の
二
日
後
に
は
帰
郷
の
途
に
つ
い
た
こ
と
が
「
江
戸
日
記
」

に
記
さ
れ
て
い
る
。
坪
井
信
道
に
入
門
し
た
の
が
天
保
十
一
年
四
月
な

の
で
信
道
の
日
習
堂
で
修
業
し
た
の
は
実
質
四
か
月
と
非
常
に
短
期
間

で
あ
っ
た
。
帰
郷
後
、
嘉
永
七
(
-
八
五
四
）
年
の
佐
賀
藩
竃
帳
の
蓮

池
町
に
白
石
鍋
島
直
章
、
山
城
殿
医
師
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
佐

賀
藩
医
柴
免
札
姓
名
簿
に
は
蒲
原
仲
哲
本
人
と
門
人
三
名
（
内
一
名
は

息
子
）
の
名
が
あ
り
帰
藩
後
、
顛
調
に
医
師
と
し
て
の
道
を
歩
み
、
藩

医
と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
、
更
に
は
門
人
も
育
て
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
広
瀬
元
恭
の
時
習
堂
門
人
板
に
仲
哲
と
同
じ
肥
州
早
津
江
出
身
の

蒲
原
仲
碩
の
名
前
が
あ
り
兄
弟
か
親
族
で
あ
ろ
う
。

次
に
中
西
八
郎
助
で
あ
る
。
象
先
堂
の
門
人
帳
に
は
名
前
が
な
く
前

述
の
蒲
原
仲
哲
と
同
様
坪
井
信
道
の
門
人
と
し
て
肥
州
武
雄
出
身
の
中

西
八
郎
助
の
名
前
が
あ
る
。
武
雄
は
佐
賀
藩
の
自
治
領
で
あ
る
が
十
二

代
領
主
鍋
島
茂
義
が
蘭
癖
大
名
と
呼
ば
れ
る
く
ら
い
積
極
的
に
西
洋
文

化
を
受
容
、
義
弟
で
あ
る
本
藩
藩
主
鍋
島
直
正
に
も
多
大
な
影
響
を
与

え
た
。
茂
義
は
砲
術
家
高
島
秋
帆
に
自
ら
入
門
、
砲
術
を
晋
い
家
臣
た

ち
に
も
教
授
し
て
い
る
。
天
保
六
(
-
八
三
五
）
年
、
武
雄
の
家
臣
四

六
人
が
茂
義
に
砲
術
修
行
の
血
判
状
を
提
出
し
て
い
る
が
、
こ
の
四
六

人
の
中
に
中
西
八
郎
助
の
名
前
が
あ
る
。
さ
ら
に
鍋
島
茂
義
と
側
近
が

記
録
し
た
長
崎
で
の
物
品
注
文
・
購
入
・
修
理
等
の
記
録
で
あ
る
「
長

[
9
,
 

崎
方
控
」
の
天
保
九
年
戊
戌
正
月
の
冒
頭
に
「
中
西
八
郎
助
へ
申
付
候

品
二
月
十
五
日
参
ル
」
と
輸
人
し
た
時
計
に
関
連
し
た
記
載
が
あ
る
の

で
、
藩
の
上
層
部
近
く
に
仕
え
て
い
た
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。
ま
た
江
向
島
秋
帆
が
天
保
十
ニ
二
八
四
一
）
年
五
月
、
武
州
徳
丸

原
に
て
西
洋
式
練
兵
、
大
砲
の
発
射
訓
練
を
行
っ
て
い
る
が
八
郎
助
が

そ
の
出
府
に
関
わ
っ
て
い
る
。
八
郎
助
が
藩
主
茂
義
の
御
側
頭
人
で
あ

る
木
村
仲
兵
衛
他
に
宛
て
た
書
状
に

此
節
高
嶋
四
郎
太
夫
出
府
に
付
、
平
山
醇
左
衛
門
同
伴
致
さ
れ
、

先
月
七
日
当
地
着
、
同
人
へ
面
会
其
御
地
の
御
様
子
共
、
委
敷
承

り
候
（
中
略
）
、
然
者
、
当
春
大
御
所
様
御
斃
去
候
二
付
、
先
月
始

此
ハ
御
停
止
仰
せ
出
し
相
成
り
、
此
節
の
義
、
格
別
厳
重
御
取

I

に
て
無
双
の
栄
地
も
当
時
ぷ
七
つ
て
寂
蓼
た
る
事
共
に
て
御
座
候

と
あ
る
。
八
郎
助
は
坪
井
信
道
の
門
人
で
あ
り
つ
つ
大
槻
俊
斎
に
も
入

門
し
て
お
り
、
大
槻
の
住
み
込
み
の
塾
生
で
あ
っ
た
の
か
、
金
武
が
大

槻
俊
斎
宅
へ
八
郎
助
の
病
を
診
察
に
行
っ
た
記
述
が
日
記
に
あ
る
。
大

槻
俊
斎
自
身
も
高
島
秋
帆
と
長
崎
で
机
を
並
べ
た
仲
で
親
し
い
間
柄
で

-82) 

あ
っ
た
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
か
大
槻
も
兵
学
に
執
心
な
闇
学
者
で
あ

り
、
八
郎
助
の
入
門
は
そ
の
関
係
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

大
槻
俊
斎
は
天
保
十
二
年
に
高
島
秋
帆
か
ら
痘
苗
を
受
け
取
り
、
江
戸
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に
お
い
て
種
痘
を
初
め
て
行
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
(
)

佐
賀
藩
出
身
で
は
な
い
が
、
金
武
の
直
後
に
象
先
堂
に
人
門
し
、

度
々
日
記
に
登
場
す
る
播
州
出
身
の
門
人
に
徳
岡
左
門
か
い
る
。
坪
井

ふ
5

信
道
の
門
人
帳
に
も
名
前
が
あ
る
。

H
記
に
よ
る
と
左
門
は
天
保
十
一

年
七
月
二
．
□
日
に
退
熟
を
頓
い
出
、
そ
れ
に
よ
り
金
武
が
伊
東
の
弟
と

考
え
ら
れ
る
若
先
生
か
ら
叱
ら
れ
て
い
る
。
左
門
は
前
日
に
浅
草
へ
燈

籠
見
物
に
出
か
け
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
に
関
し
て
塾
か
ら
咎
め
ら
れ
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
後
、
八
月
七
日
に
玄

朴
が
往
診
し
た
際
に
左
門
が
供
奉
し
て
い
る
た
め
退
塾
は
思
い
直
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
佐
門
は
象
先
堂
入
門
の
際
、
加
東
郡
一
．
工
早
藩
主
丹
羽
家

の
請
に
よ
り
最
卜
席
家
老
鈴
木
氏
と
同
道
し
て
―
―
丘
早
を
出
立
し
て
い

る
。
天
保
十
二
年
に
帰
藩
し
た
が
出
仕
は
せ
ず
在
地
で
種
痘
の
普
及
に

如

尽
く
し
た
。

こ
の
よ
う
に
近
世
後
期
の
江
戸
に
お
い
て
象
先
堂
周
辺
で
は
著
名
な

闇
学
者
た
ち
と
そ
こ
で
学
ぶ
門
人
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
を

見
せ
て
い
た
。
そ
れ
は
金
武
の
修
菜
や
知
識
形
成
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影

響
を
与
え
た
と
推
察
さ
れ
る
。

前
述
し
た
塾
別
の
会
読
参
加
者
数
は
、
象
先
堂
門
人
十
名
、
坪
井
侶

道
門
人
一
二
名
、
所
属
塾
不
明
者
じ
名
と
な
る
。
所
属
が
不
明
で
あ
っ
て

も
、
象
先
堂
や
大
槻
俊
斎
宅
で
の
会
説
に
参
加
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る

か
ら
、
闇
学
を
学
ぶ
志
の
者
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
蘭
学
熟
と

は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
蘭
学
者
が
門
人
を
取
っ
て
教
え
て
い
る
場
合
が

少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
例
を
挙
げ
る
と
、
日
塚
静
海
の
熟
に
つ
い
て
管

見
で
は
史
料
が
目
に
入
ら
な
い
。
し
か
し
、
佐
賀
藩
の
佐
野
常
民
は

「
医
業
免
札
姓
名
録
』
に
「
戸
塚
陥
海
門
人
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
C

大

槻
俊
斎
に
つ
い
て
も
門
人
を
取
っ
て
い
た
と
言
及
さ
れ
る
史
料
は
見
当

た
ら
な
い
が
、
金
武
な
ど
を
は
じ
め
大
槻
宅
で
会
読
に
参
加
し
て
い
る

者
は
存
在
す
る
し
、
「
江
戸
日
記
」
に
は
中
西
八
郎
助
が
人
門
し
た
と
い

う
記
載
が
あ
る
。
近
隣
の
閣
学
者
の
門
人
が
象
先
幽
や
大
槻
宅
で
も
蘭

学
を
学
び
、
会
読
に
は
時
折
参
加
す
る
も
の
の
、
束
脩
料
を
払
わ
ず
門

人
帳
に
名
崩
が
載
ら
な
い
と
い
う
多
様
な
学
び
の
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
(
)
伊
東
玄
朴
と
丼
井
信
道
、
大
槻
俊
斎
、
戸
塚
静
海
な
ど

塾
E
ど
う
し
が
懇
意
の
場
合
、
特
に
そ
の
よ
う
な
融
通
も
図
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
海
原
徹
氏
は
私
塾
の
就
学
形
態
に
つ
い
て
、
学
習
か
「
ま

っ
た
＜
来
学
者
の
発
意
に
よ
っ
て
」
お
り
「
ひ
ん
ぱ
ん
に
出
人
り
し
、

断
続
的
に
学
ふ
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
「
同
時
に
い
く
つ
か
の
私
熟
に

g5 

学
ぶ
こ
と
を
も
可
能
に
し
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
で
こ
の
よ
う

な
形
態
は
医
学
塾
や
洋
学
塾
で
は
「
高
度
な
内
門
性
を
と
も
な
う
似
学

教
育
を
行
う
た
め
に
、
段
階
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
ど
う
し
て
も
必
要
」

で
あ
り
二
出
入
り
の
は
げ
し
い
短
期
間
の
学
習
で
、
外
円
語
の
修
得
な

ど
と
う
て
い
望
め
な
か
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
」
と
論
じ
て
い

る
c

し
か
し
、
こ
の
象
先
堂
と
大
槻
俊
点
塾
の
門
人
の
行
動
と
会
読
ヘ

の
参
加
を
み
る
と
、
あ
な
が
ち
そ
う
と
も
五
い
切
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
C

闇
学
塾
に
お
い
て
も
、
所
属
塾
に
縛
ら
れ
な
い
大
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ぎ
な
不
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
自
由
に
知
識
を
深
め
て
い
け
る
環
境
が
、

象
先
常
の
周
囲
に
は
存
在
し
た
と
推
察
す
る
。

蘭
学
修
業
に
は
会
読
と
と
も
に
写
本
が
重
要
で
あ
る
（
し
会
誡
の
テ
キ

ス
ト
に
も
な
れ
ば
、
蘭
語
学
習
や
医
学
の
実
践
に
も
欠
か
せ
な
い
教
科

書
と
な
る
。
金
武
の
写
本
に
関
す
る
日
記
の
記
載
は
後
半
部
分
、
天
保

十
一
(
-
八
四

0
)
年
卜
月
か
ら
犬
保
十
一
年
十
二
月
の
間
に
集
中
し

て
い
る
。
天
保
|
．
年
七
月
十
七
日
条
に
「
箕
作
玩
甫
へ
原
書
の
儀
二

付
行
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
箕
作
玩
甫
は
江
戸
在
住
の
津
山
藩
医
で

天
保
十
二
八
三
九
）
年
六
月
、
つ
ま
り
金
武
が
出
府
す
る
直
前
に
天

文
方
蕃
所
和
解
御
用
に
勤
務
し
始
め
た
。
「
原
書
の
儀
に
付
行
」
と
い
う

日
記
の
記
載
を
見
る
と
、
玄
朴
と
蕃
所
和
解
御
用
の
箕
作
の
間
で
何
ら

か
の
蘭
書
に
関
す
る
提
携
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
記
述
の
二
か
月
後
か
ら
金
武
は
研
共
作
宅
を
訪
れ
「
ガ
ラ
ン
マ
チ

カ
』
や
『
セ
イ
ン
タ
キ
ス
』
、
『
ヅ
ー
フ
辞
書
』
な
ど
を
借
り
受
け
て
積

極
的
に
写
本
を
作
っ
て
い
る
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
一
文
字
分
の
写
本
を

借
り
て
、
写
し
終
る
と
返
却
し
次
の
一
文
字
分
を
借
り
る
と
い
っ
た
方

法
で
あ
っ
た
。
当
時
絶
大
な
人
気
を
誇
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
辞
書
『
ヅ
ー

フ
』
は
緒
方
洪
庵
の
適
塾
や
佐
賀
本
藩
の
蘭
学
寮
に
も
一
揃
え
し
か
な

か
っ
た
。
そ
の
貴
重
な
辞
書
を
塾
生
か
奪
い
合
っ
て
学
習
す
る
と
い
う

当
時
の
状
況
で
、
幕
府
天
文
方
の
箕
作
玩
甫
か
ら
直
接
借
り
出
し
写
本

で
き
る
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
が
、
象
先
堂
周
辺
に
形
成
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
前
出
の
播
州
出
身
徳
岡
左
門
が
高
い
学
費
を
出
し
て
ま
で

江
戸
遊
学
を
決
心
し
た
動
機
の
一
っ
に
は
、
象
先
堂
入
門
に
よ
り
膨
大

な
闇
書
が
自
由
に
読
め
る
と
言
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
玄
朴
は
高
額
な
閾

書
を
多
数
所
蔵
し
て
い
る
と
有
名
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
蕃
書

相
解
御
用
の
闇
書
も
箕
作
玩
甫
の
便
宜
に
よ
り
貸
出
さ
れ
、
閲
覧
．
手

写
刈
能
と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
e

表
2
を
見
る
と
、
修
業
期
間
の

前
半
が
会
読
で
後
半
が
写
本
と
明
確
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付

く
。
修
業
の
後
半
期
間
に
写
本
の
記
述
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

L1
分
の
学
習
用
と
同
時
に
佐
賀
へ
持
ち
帰
っ
て
蘭
学
教
授
で
使
用
す
る

目
的
も
あ
っ
た
と
推
察
す
る
。
遊
学
と
言
っ
て
も
自
己
の
修
業
の
た
め

ば
か
り
で
な
く
、
藩
の
御
役
に
立
つ
と
い
う
目
的
も
当
然
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
修
業
の
年
限
が
近
づ
き
写
本
に
集
中
し
て
い
る
様
子
が
み
て
と

れ
る
。金
武
文
書
に
は
、
象
先
堂
時
代
の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

手
写
本
が
他
に
数
点
あ
る
。

G
E
N
E
E
S
K
U
N
D
E
と
題
さ
れ
た
写
本

に
は
「
象
先
常
図
書
記
」
の
蔵
書
印
が
付
い
て
い
る
。
板
沢
式
雄
に
よ

る
と
英
国
人
R
i
c
h
a
r
d
R
e
e
c
e
の
新
篇
家
庭
の
医
学
N
i
e
u
w
e

huisselijke 
g
e
n
e
e
s
k
u
n
d
e
,
 A
m
s
t
e
r
d
a
m
.
 1
8

1

 9

の
一
部
叩
で
あ
ろ
う

と
言
う
事
で
あ
る
。

K
a
l
k
w
a
t
e
r
G
e
r
s
t
e
r
w
a
t
e
r
 H
o
w
t
s
k
e
e
l
と
題

さ
れ
た
手
写
本
も
金
武
文
書
に
あ
り
、
こ
ち
ら
も
「
象
先
堂
図
書
叫
」

の
蔵
書
印
が
付
い
て
お
り
、
上
記
リ
ー
ス
の
書
の
一
部
と
板
沢
は
述
べ

，
 

て
い
る
。
伊
東
淵
玄
朴
訳
と
書
か
れ
た
『
豪
斯
多
辣
利
訳
説
乾
』
と

い
う
写
本
も
あ
る
が
こ
れ
は
金
武
の
筆
跡
と
は
違
う
た
め
、
象
先
堂
か
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ら
修
業
を
終
え
て
帰
郷
す
る
際
に
前
記
の
一
＾
冊
と
と
も
に
贈
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
佐
賀
藩
蘭
学
者
金
武
良
哲
の
日
記
か
ら
彼
が
伊
東
玄
朴
の

元
、
象
先
堂
で
行
っ
た
代
診
や
会
読
・
写
本
な
ど
の
修
栗
を
具
体
的
に

示
し
、
そ
れ
と
並
行
し
て
伊
東
玄
朴
の
象
先
堂
開
塾
前
の
知
識
形
成
の

下
地
、
天
保
後
期
象
先
堂
の
様
相
を
探
っ
た
。
以
下
に
本
稿
で
明
ら
か

に
し
た
点
を
挙
げ
る
。

（
従
来
関
説
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
伊
東
玄
朴
は
義
兄
と
な
る
猪
俣

源
三
郎
を
助
け
天
文
方
の
職
務
で
あ
っ
た
役
宅
で
の
和
蘭
語
教
授
を

行
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
の
活
動
が
後
の
玄
朴
の
江
戸
で
の
人
脈
を
広

げ
た
の
で
は
な
い
か
。

②
象
先
堂
開
塾
後
、
多
忙
と
な
っ
た
玄
朴
は
熟
で
自
分
を
支
え
る
人
材

の
紹
介
を
師
で
あ
っ
た
島
本
良
頗
に
依
頼
し
て
い
た
。
金
武
も
そ
の

一
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

③
金
武
の
代
診
の
患
者
層
は
旗
本
や
大
店
の
家
族
中
心
で
あ
り
、
往
診

の
範
囲
は
象
先
堂
周
辺
と
佐
賀
藩
上
屋
敷
・
中
屋
敷
の
周
囲
で
あ
っ

た
。
病
の
種
類
は
胃
腸
病
、
頭
痛
、
眼
病
、
胸
水
等
が
多
く
、
投
薬

は
漢
闇
折
衷
で
あ
る
が
治
療
方
法
は
潟
血
や
キ
リ
ス
テ
ル
、
カ
テ
ー

ト
ル
と
言
っ
た
蘭
方
医
学
中
心
で
あ
っ
た
。
金
武
の
修
業
は
代
診
が

中
心
の
実
践
的
な
も
の
で
あ
り
書
籍
を
使
っ
た
修
業
は
比
較
的
少
な

し

山
象
先
堂
で
の
会
読
に
つ
い
て
は
使
用
さ
れ
た
教
科
書
は
ブ
リ
ュ
ー
メ

ン
バ
ソ
ハ
の
牛
理
学
書
で
玄
朴
が
会
頭
と
な
っ
て
夜
間
日
を
決
め
て

行
わ
れ
て
い
た
。

⑤
大
槻
俊
斎
宅
で
は
当
時
人
気
の
高
か
っ
た
『
ガ
ラ
ン
マ
チ
カ
』
『
セ
イ

ン
タ
キ
ス
』
よ
り
上
級
の
ウ
エ
イ
ラ
ン
ド
の
文
法
書
を
使
用
し
夜
間

俊
斎
が
会
読
を
行
っ
て
い
た
。

⑤
シ
ー
ボ
ル
ト
門
下
で
あ
っ
た
玄
朴
の
緊
密
な
交
友
関
係
が
塾
の
近
隣

に
広
が
っ
て
い
た
た
め
、
門
人
た
ち
は
入
手
困
難
な
書
籍
の
借
用
、

他
熟
で
の
会
読
、
手
術
見
学
等
が
可
能
と
な
っ
た
。
玄
朴
か
ら
直
接

学
ぶ
こ
と
以
外
に
彼
の
闇
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
質
の
高
い
修

業
が
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
戸
塚
静
海
や
大
槻
俊
斎
は
玄
朴
が
長
崎

修
行
中
に
出
会
っ
て
以
来
の
知
己
で
当
時
の
志
を
同
じ
く
す
る
者
同

士
の
結
束
の
固
さ
が
う
か
が
い
知
れ
る
。
彼
ら
は
江
戸
在
住
と
な
っ

て
か
ら
は
比
較
的
近
い
場
所
に
開
業
し
、
更
に
緊
密
な
協
力
態
勢
が

出
来
上
が
っ
た
と
言
え
よ
う
。
伊
東
、
大
槻
、
5

其
作
ら
は
後
に
お
玉

が
池
の
種
痘
所
開
設
の
際
も
一
致
団
結
し
て
そ
の
原
動
力
と
な
っ
て

6
 

い
る
。

⑦
象
先
堂
、
大
槻
俊
斎
宅
と
も
に
坪
井
信
道
塾
牛
は
じ
め
他
の
塾
生
と

思
わ
れ
る
者
達
が
会
読
に
参
加
し
て
い
る
。
現
存
判
明
し
て
い
る
闇

学
塾
以
外
に
も
闇
学
者
た
ち
が
門
人
を
取
っ
て
教
え
て
い
る
場
合
が

少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
金
武
も
象
先
堂
で
は
医
学
書
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会
読
、
大
槻
俊
斎
宅
で
は
相
闇
議
文
法
古
会
読
と
使
い
分
け
て
お

り
、
自
分
の
熟
に
縛
ら
れ
な
い
学
習
の
選
択
肢
と
学
び
の
ケ
ー
ス
が

あ
っ
た
と
考
え
る
。

⑧
写
本
に
関
し
て
は
伊
東
玄
朴
の
知
己
で
あ
る
天
文
力
蕃
所
和
解
御
川

勤
務
の
津
山
藩
医
箕
作
玩
甫
か
ら
当
時
人
気
の
高
か
っ
た
オ
ラ
ン
ダ

文
法
書
や
閾
語
辞
書
ヅ
ー
フ
な
ど
を
借
り
写
本
を
作
る
こ
と
か
で
き

た
。
修
業
の
後
半
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
自
身
の
学
党
の
た
め
の
み

で
な
く
帰
藩
後
、
故
郷
で
役
に
立
つ
よ
う
に
と
い
う
意
図
も
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

象
先
党
に
関
す
る
史
料
は
少
な
い
。
一
説
に
よ
る
と
東
京
大
空
襲
で

焼
け
て
し
ま
っ
た
と
も
ば
わ
れ
て
い
る
。
門
人
の
書
き
残
し
た
日
記
と

し
て
は
佐
渡
の
柴
田
収
蔵
が
よ
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
胄
か
れ
た
時
期

が
嘉
永
期
と
い
う
象
先
章
の
学
間
が
阪
学
か
ら
軍
事
科
学
方
面
へ
転
換

さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
犬
保
後
期
に
書
か
れ
た
「
江
戸
日
記
」

は
初
期
象
先
常
の
様
相
を
伝
え
、
若
き
闇
学
者
が
知
識
を
積
み
上
げ
る

過
程
を
具
体
的
に
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
史
料
で
あ
る
り
今
後
、
佐

賀
県
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
金
武
良
哲
文
肖
を
さ
ら
に
柩
理
分

析
し
、
近
枇
後
期
の
武
士
身
分
や
代
々
朕
師
で
な
い
家
系
の
者
が
ど
の

よ
う
に
新
し
い
学
間
を
晋
得
し
知
識
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
か
、
闇
書

ゃ
与
本
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
明
し
た
い
。

主＿＿―-ロ(
l
)

鍵
山
栄
『
佐
賀
の
蘭
学
者
た
ち
』
佐
賀
新
聞
社

十

月

八

二

頁

(
2
)

杉
谷
昭
『
鍋
島
閑
斐
」
中
央
公
論
社
一
九
九
―
一
年
三
月

頁
、
一
1

六
頁

(
3
)

中
野
證
四
郎
福
『
鍋
島
直
正
公
偲
』
第
二
巻
侯
爵
鍋
島
家
編

慕

所

一

九

二

0
年
十
二
月
―
―
六
頁

「
医
学
は
数
多
の
科
に
分
か
れ
た
る
を
以
て
、
教
職
の
み
多
き
を
要

し
て
徒
弟
の
来
り
学
ぶ
は
少
な
く
、
帝
々
授
業
の
実
益
を
挙
ぐ
る
こ

と
難
く
し
て
費
川
の
み
を
要
す
る
に
よ
り
、
ロ
ハ
試
み
に
建
て
た
る
ま

で
に
て
、
さ
し
た
る
発
展
を
見
る
こ
と
な
く
し
て
経
過
し
た
り
」
と

あ
る
C

(
4
)

鍵
山
栄
『
佐
賀
の
蘭
学
者
た
ち
』
佐
賀
新
聞
社
一
九
八
四
年

十
九
頁

(
5
)

同

左

五

一

頁

(6)

杉
本
勲
「
幕
末
洋
学
に
お
け
る
西
南
諸
藩
の
位
置
」
『
近
代
亜
洋

文
明
と
の
出
会
い
』
思
文
閣
出
版
一
九
八
九
年
卜
月

(
7
)

同

左

九

頁

(
8
)

青
木
歳
幸
「
佐
賀
藩
闇
学
再
考
ー
医
学
史
の
視
点
か
ら
」
『
佐
賀

大
学
研
究
紀
要
第
1
号
』
二

0
0じ
年
三
月
五
四
頁

(
9
)

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
刷
研
究
「
地
域
闇
学
の
総
合
的
研

究
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
―

1
0
0四
年
―
一
月
、
佐
賀

一
九
し
六
年
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大
学
・
佐
賀
学
創
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
『
佐
賀
学
佐
賀
の
歴
史
・

文
化
・
環
境
』
―

-
0
-
―
年
四
月
な
ど
に
ffl
木
歳
幸
氏
を
中
心

と
し
て
成
果
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

(10)

海
原
亮
『
江
戸
時
代
の
匡
師
修
槃
学
間
・
学
統
・
遊
学
』
古

川

弘

文

館

二

0
一
四
年
ト
一
月

(11)

伊
東
栄
『
伊
束
玄
朴
徳
』
玄
文
社
大
正
五
年

(12)

青
木
歳
宰
『
伊
東
玄
朴
』
佐
賀
新
聞
社

:
1
0
一
四
年
十
二
月

(13)

池
川
亮
一
編
著
『
金
武
良
軒
』
昭
和
五
九
年
十
月

(14)

高
田
咸
―
-
「
久
米
邦
武
と
金
武
良
哲
の
物
理
学
手
稿
」
『
汗
芯
了
]

洋
学
史
学
会
研
究
年
報
』
一
九
九
六
年

(15)

励
出
『
伊
東
玄
朴
伝
』
一
頁

(16)

同
左
＾
一
頁

(17)

同
左

+-1ー
十
四
頁

(18)

同
左
―
―
―
頁

(19)

同
史
大
辞
典
第
六
巻
古
川
弘
文
館
一
九
八
五
年
九
月

六
三
五
頁

(20)

前
出
『
伊
東
玄
朴
伝
』
一
ご
ハ
＼
一
じ
し
貞
、
前
出
『
佐
賀
の
闇
学

者
た
ち
』
―
一
五
頁
等

(21)

同

左

三

五

頁

(22)

呉
秀
三
『
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
其
牛
札
及
び
功
業
』
吐
鳳
常
書
店

一
九
二
六
年
十
月
―
―
一
四
ー
―
―

-
H
頁

(23)

前
出
『
伊
東
玄
朴
仏
』
二
じ
頁

(24)

片
桐
一
男
『
阿
蘭
陀
通
詞
の
研
究
』
古
川
弘
文
館

年
―
-
｛
六
五
頁

(25)

同
左
一
二
六
九
ー
一
こ
じ

0
頁

天
文
台
詰
通
詞
の
職
務
に
つ
い
て
は
片
桐
[
男
氏
が
そ
の
著
作
『
阿

閾
陀
通
詞
の
研
究
』
で
詳
細
に
検
吋
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

幕
府
人
文
方
で
は
文
化
四
(

1

八
O
L
)
年
、
ロ
シ
ア
の
来
航
が
顆

発
し
た
際
に
そ
の
対
応
の
た
め
に
長
崎
の
通
詞
が
出
府
を
命
じ
ら

れ
、
大
文
台
晶
通
pnJ
と
し
て
蝦
夷
地
御
用
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ

た
r

翌
文
化
五
年
に
出
府
し
た
稽
古
通
詞
馬
場
佐
十
郎
は
蝦
夷
地
御

川
か
済
ん
だ
後
も
江
戸
に
留
め
置
か
れ
、
高
橋
景
保
の
下
、
闇
書
の

翻
ボ
や
地
図
製
作
に
従
事
し
た
。
）
御
用
が
済
め
ば
帰
郷
す
る
は
ず
の

仔
務
は
佐
卜
郎
以
降
、
長
期
化
す
る
。
文
化
八
(
-
八
一
＾
）
年
に

は
大
文
方
内
に
「
蕃
書
和
解
御
用
」
を
創
設
、
佐
卜
郎
は
仙
台
湘
仮

大
槻
玄
沢
と
と
も
に
こ
の
御
用
に
も
あ
た
っ
た
（
そ
の
任
務
は
一
っ

に
海
外
事
変
に
備
え
る
和
解
御
用
、
二
つ
目
に
シ
ョ
メ
ー
ル
百
科
辞

書
の
訳
述
で
あ
っ
た
。

(26)

『
鷹
見
泉
石
日
記
第
一
―
巻
』
古
賀
歴
史
怖
物
館

九

月

―

0
九
貞
な
ど

(27)
、（

28)

前
出
『
伊
東
玄
朴
仏
』
四
一
頁

(29)
、（

30)

同

左

四

ア

貝

(31)

同
左

(32)

伺
左

,'''ー、

i

'

―-
fノ

四
―
―
．
ー
四
四
自
ハ

-
•
O
O
一
年

一
九
八
五
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(33)

伺
左
一
．
ー
ニ
ー
一
二
：
．
頁

(34)

海
原
徹
『
近
枇
私
熟
の
研
究
』
一
九
八
一
・
一
年
六
月
二
八
一
頁

参
考
ま
で
に

11
叩
白
党
人
門
式
を
左
に
記
す
こ

H
習
党
人
門
式

束

脩

金

白

疋

扇

f
料

金

五

|

疋

奥

方

金

五

十

疋

熟

頭

金

五

十

疋

熟

監

一

．

人

各

人

二

半

紙

二

帖

他

同

僚

諸

子

半

紙

一

帖

宛

僕

一

人

銭

二

百

文

右
ノ
外
中
几
卜
歳
怜
二
熟
牛
一
人
毎
二
黒
豆
一
升
宛
ヲ
呈
ス
。

(35)

［
左
．
一
八
：
．
頁

］
．
に
＾
：
＼
＾

．．
 
ー、

j
 

6
)

五

(
3

ー

會

(37)

前
出
『
伊
東
玄
朴
伝
』
一
＾
勾
四
＼
―
-
二
五
頁

(38)

同
左
門
人
姓
名
録
武
田
斐
―
-
．
郎
（
伊
予
大
州
藩
士
、
五
稜

郭
の
設
計
者
）
、
沖
川
貞
一
郎
（
津
山
藩
出
身
、
明
六
社
結
成
）
松
木

弘
安
（
薩
摩
国
出
身
、
維
新
後
外
務
卿
）
肥
田
濱
五
郎
（
豆
州
出
身
、

H
本
造
船
の
父
）
、
神
田
孝
平
（
美
濃
国
出
身
、
数
学
者
、
維
新
後
貴

放
院
議
員
）

(39)

中
野
幌
四
郎
編
『
鍋
島
直
正
公
伝
』
第
一
巻
侯
爵
鍋
島
家
編

纂
所
一
九
一

1
0年
ト

ニ

月

一

'1-
―
ム
一
口
頁

金
武
良
折
の
生
立
ち
に
つ
い
て
以
下
の
記
載
が
あ
る
。

荻
に
人
一
の
岱
人
あ
り
cl

佐
賀
の
六
座
町
に
銅
細
工
を
な
し
て
細

き
仲
を
立
て
た
る
者
の

f
な
り
。
素
質
極
め
て
魯
鈍
な
り
し
が
、

成
山
里
の
頃
、
近
隣
の
小
商
及
び
八
百
屋
の
子
と
三
人
相
交
は
り
て

視
善
な
り
し
に

‘
-
H
小
商
の
子
の
、
町
人
に
生
ま
れ
て
は
、
土

蔵
作
り
の
家
に
住
ま
は
ず
て
は
生
甲
斐
な
し
と
歎
ぜ
る
に
肘
し

て
、
八
白
附
の

f
は
、
予
は
や
は
り
一
生
天
秤
棒
を
も
て
野
菜
を

担
ひ
購
い
ぷ
几
り
廻
る
ま
で
よ
と
い
ひ
た
り
。
か
く
て
、
二
人
は
銅

L
の
f
を
も
促
し
て
其
志
を
問
ひ
た
る
に
、
彼
は
黙
々
二
人
の
言

を
聴
く
の
み
な
り
し
が
、
徐
ろ
に
珀
を
挙
げ
て
、
予
は
侍
に
な
ら

ん
と
息
ふ
と
答
へ
た
り
し
か
ば
、
二
人
は
あ
苔
れ
て
、
馬
鹿
は
馬

廂
を
．．
 
ぃ
ふ
よ
と
後
一
＾
口
し
た
り
し
が
、
程
へ
て
彼
は
銅
職
を
廃
て
て

医
家
の
学
僕
と
な
り
、
余
暇
に
漢
字
を
覚
え
ん
た
め
刻
苦
勉
励
し

て
倦
ま
ざ
り
き
。
さ
れ
ど
も
鈍
オ
と
て
学
は
更
に
進
ま
ず
、
為
に

頗
る
困
じ
居
し
に
、
偶
々
闇
書
は
ニ
卜
六
文
字
を
記
臆
す
れ
ば
読

み
得
ら
る
と
間
き
、
さ
ら
ば
と
て
島
本
龍
咄
の
学
僕
に
住
替
へ
、

更
に
刻
苦
し
て
遂
に
原
書
を
読
み
得
る
に
至
り
し
か
ば
、
山
村
良

哲
と
称
し
て
町
俣
を
閲
業
し
、
闇
方
を
以
て
世
に
名
を
馳
せ
、
痛

永
年
間
に
平
り
て
は
、
時
の
執
政
鍋
島
安
房
の
侍
医
に
聘
せ
ら
れ

た
り
前
に
嘲
笑
せ
し
八
百
屋
こ
れ
を
聞
い
て
、
人
の
奮
発
は
怖

ろ
し
き
も
の
か
な
、
人
は
已
に
蔵
を
建
て
、
住
み
、
馬
鹿
の
彼
児

は
付
に
な
り
か
け
た
り
と
て
陀
嘆
し
た
り
と
ぞ
。
後
、
公
の
医
学
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校
好
生
館
を
拡
張
せ
ら
る
、
や
、
良
哲
は
遂
に
一
代
侍
と
し
て
教

授
に
任
ぜ
ら
れ
た
り

(40)

前
出
『
金
式
良
哲
』
四
し
頁

(41)

佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー
絹
『
『
小
城
藩
日
記
』
に

み
る
近
枇
医
学
・
洋
学
史
料
後
編
』
―

I
O
I
0年
．
口
月
七
一
頁

(42)

同

左

二

四

頁

(43)

大
槻
如
電
の
『
日
本
洋
学
組
年
史
』
の
天
保
四
年
に
「
伊
東
玄

朴
、
更
に
學
舎
を
下
谷
に
築
き
、
「
象
先
堂
」
と
称
す
。
来
学
者
頗
る

多
く
（
以
下
略
）
」
と
あ
る
ほ
か
、
『
伊
東
玄
朴
伝
』
に
も
「
御
徒
町

の
家
は
（
中
略
）
建
築
成
り
て
後
も
患
者
群
集
し
玄
闘
も
腰
掛
等
も

明
間
も
な
く
街
路
に
初
復
し
て
番
を
待
っ
人
さ
へ
あ
り
果
は
宅
の
前

に
掛
茶
屋
飲
食
店
な
ど
出
来
る
程
に
な
り
た
り
」
と
あ
る
。
増
人
数

は
前
出
『
伊
東
玄
朴
伝
』
門
人
姓
名
録
よ
り
換
算
。

(44)
、（

45)

金
武
良
打
文
書
・
日
記

(46)

前
出
『
佐
賀
の
闇
学
者
た
ち
』
八
四
頁

(
4
7
)金
武
良
哲
文
書

•
H

記

(48)

『
多
久
市
史
第
二
巻
近
世
編
』
―

;
0
0
二
年
十
二
月
五
三
四

頁
(49)I(55)

前
出
『
金
武
良
哲
」
五
六
ー
五
九
頁

(56)

深
井
雅
海
・
藤
賓
久
美
子
編
『
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成

26
』
東
洋
書
林
一
九
九
八
年
ト
一
月
五
八
頁

(57)

前
出
『
伊
東
玄
朴
伝
』
挿
絵

(58)

『
嘉
永
・
慶
応
新
江
戸
切
絵
図
』
人
文
社
―

1
0
1
0年
九
月

(59)

富
し
川
遊
『

H
本
医
学
史
』
形
成
社
一
九
七
二
年
八
月

五
八
一
三
貝

(60)

笠
谷
和
比
古
『
一
八
枇
紀
日
本
の
文
化
状
況
と
国
際
環
境
』
思

文
閤
出
版
―

1
0
1
―
年
八
月
一

0
六
頁

(61)

伺

左

―

0
九
貞

(62)

前
出
『

1
本
阪
学
史
」
五
八
六
頁

(63)

同
左
五
八
し
貞

(64)

同
左
五
九
：
頁
エ
レ
キ
テ
ル
は
和
蘭
語
electriciteit
の

略
で
平
賀
源
内
が
長
崎
に
て
蘭
館
に
出
入
り
し
発
電
機
を
見
て
そ
の

坪
法
を
仏
え
て
江
戸
に
戻
り
そ
の
効
能
を
説
い
た
こ
と
が
有
名
で
あ

る。
(65)

岩
垂
純
一
「
専
門
仮
と
し
て
の
肛
門
科
の
存
在
意
義
」
『
日
本
大

腸
肛
門
病
会
誌

67
』一．

O
-
四

年

九

四

0
頁

(
6
6
)田
中
i
L
-
•成
田
美
紀
子
『
柴
田
収
蔵
日
記
』
小
木
町
史
刊
行

委
員
会
編
一
九
じ
一
年
十
月
一
四
一
頁

二
｀
札
子
戸
塚
之
乳
癌
の
治
療
を
見
に
行
く
」
と
の
記
迩
あ
り
ぐ

(
6
7
)
1
1
闇
学
会
編
『
洋
学
史
事
典
』
一
九
八
四
年
九
月
―

1
0

rノ
(68)

佐
賀
藩
旧
蔵
闇
苫
日
録
平
成
十
六
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研

究
費
補
助
金
特
定
伯
域
研
究

(
l
)
「
闇
学
基
礎
資
料
の
調
杏
研
究
」

研
究
報
古
憎
ご

0
0四
年
九
月
松
田
清
組
八
四
頁
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(69)

永
積
洋
子
「
十
八
世
紀
の
闇
書
注
文
と
そ
の
流
布
」
一
九
九
八

年
三
月
一
九
九
五
年
度
＼
一
九
九
し
年
疫
科
学
研
究
費
補
助
金
基

礎
研
究

(
B
)

研
究
成
呆
報
古
害
四
六
頁

(70)

前
出
『
近
世
私
熟
の
研
究
」
一
叫
刀
閏
只

(71)

前
出
『
日
本
洋
學
史
年
表
』
四
四
九
貞

(72)

福
澤
諭
吉
『
福
翁
臼
伝
』
慶
應
義
熟
二

0
1
―
一
年
四
月

七
八
頁

(73)

前
出
『
金
武
良
哲
』
―

-
0貞

(74)

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
地
域
蘭
学
者
門
人
帳
人
名
デ
）
タ
ベ

）
ス

h
t
t
p
:
/＼
w
w
w
.
r
e
k
i
h
a
k
u
.
a
c
.
j
p
¥
u
p
,
c
g
i
¥
s
e
a
r
c
h
r
d
.
p
l

(75)

前
出
『
佐
賀
城
下
町
縦
板
』
三
―
一
七
頁

(76)

青
木
歳
幸
「
佐
賀
藩
『
医
業
免
札
姓
名
簿
』
に
つ
い
て
」
『
地
域

学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』

3
号
平
成
ニ
―
年
二
月

四
一
、

Iio‘

七

0
頁
。
医
業
免
札
姓
名
簿
は
佐
賀
藩
医
学
校
（
奸
牛

館
）
で
の
開
業
試
験
に
よ
る
領
内
医
師
の
免
許
制
度
実
施
簿
。

(77)

前
出
地
域
闇
学
者
門
人
戟
人
名
デ
）
タ
ベ
ー
ス

(78)

武
雄
市
歴
史
資
料
館
へ
よ
う
こ
そ
（
武
雄
市
胚
史
賓
料
館
ホ
）

ム
ペ
ー
ジ
）
武
雄
閣
学
館
か
ら
「
武
雄
領
か
ら
佐
賀
藩
へ
」

h
t
t
p
又
＼
w
w
w
.
e
p
o
c
h
a
l
.
c
i
t
y
.
t
a
k
e
o
.
l
g
.
j
p
¥
l
i
b
|
h
i
s
¥
h
i
s
t
o
r
y
¥
h
i
s
,

t
o
p
.
h
t
m
l
 

(79)
武
雄
市
図
書
館
・
屁
史
館
編
『
闇
学
の
来
た
道
』

:
1
0
0四
年
ト

月

ト

ニ

頁

『
武
雄
史
』

上
巻

(80)

同

左

七

頁

(81)

武
雄
史
編
纂
委
員
会
編

七

0
七
頁

(81)

武
雄
市
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
編
『
闇
学
の
来
た
道

主
の
買
い
も
の
転
』

1
-
0
0四
年
十
月
七
貞

(82)

片
倉
舜
『
大
槻
俊
斎
』
発
行
片
倉
舜
一
九
八
五
年
九
月

一
四
し
貞

583)

古
賀
卜
ニ
郎
『
長
崎
洋
学
史
』
ド
巻
長
崎
学
会
編
一
九
六
七

年
一
一
＾
―
-
四
頁

(84)

前
出
地
域
闇
学
者
門
人
帳
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

(85)

金
武
の
江
戸
日
記
中
に
伊
東
玄
朴
の
弟
池
田
玄
随
が
象
先
堂
で

門
人
を
取
る
な
ど
教
授
を
し
て
い
る
様
子
が
み
え
る
。

(86)

一
三
枝
啓
介
「
種
痘
の
先
覚
徳
岡
左
門
」
神
戸
史
学
会
『
歴
史
と

神
戸
』
第
24
巻
5
号
一
九
八
四
年
三
六
＼
一
□
七
頁

(87)

前
出
「
佐
賀
藩
『
医
業
免
札
姓
名
簿
』
に
つ
い
て
」
五
五
頁

(88)

袖
出
「
近
世
私
塾
の
研
究
』
三
し
頁

(89)

同

左

三

八

頁

(90)

同
左

(91)

「
津
山
郷
上
館
報
第
8
集
箕
作
家
勤
書
』
市
立
津
山
郷
土
館

一
九
七
六
年
三
月
じ
貞

(92)

前
出
『
福
澤
諭
占
集
』
九
六
ー
九
じ
頁

(93)

前
出
「
種
紐
の
先
覚
徳
岡
左
門
」
三
八
頁

武
雄
領

昭
和
四
七
年
―
―
日
月
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―1
0頁

(94)

前
出
『
金
武
良
哲
』

(95)

同

左

二

0
頁

(96)

『
伊
東
玄
朴
伝
』
九

0
1九
二
頁

に
記
す
。

戸
塚
静
海
寛
政
十
一
(
-
七
九
九
）
年
生
ま
れ
。
掛
川
藩
町
阪
の

一
二
男
。
｛
ー
田
川
玄
真
に
師
事
、
長
崎
へ
行
き
シ
ー
ボ
ル
ト
の
門
弟
と

な
り
玄
朴
と
出
会
う
。
江
戸
に
戻
り
開
業
、
後
に
薩
摩
藩
医
。

(97)

前
出
『
柴
田
収
蔵
日
記
』

戸
塚
静
海
の
略
歴
を
以
卜



＜象先堂・金武良哲代診記録＞ 天保10年10月～同12年4月 （表 1) 

{
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ヽ
恕
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治療日 患者居住地 患者氏名（年齢）
患者

病名・症状 治療方法 備 考
身分

犬保10年10月 9H 長者町小＇笠原 間宮富兵衛 武家 1,¥j：・労 糸通

候ド屋敷

/I 10月13日 鎧T 大坂屋娘 町人 眼病 蛭附

'， 12月25日 丸寄）I券し・門小児 武家 馬賤風 3 llで死去
(3歳）

天保11年 2JJ 9 H ト野町 清水新八 武家 眼侃衡 左右ノスラープコイルニ蛭 洒食あり 歌学のメース'-

附ルい

'， 2月10I! 中屋：． Iii 武家 頭益骨の潰瘍自殺セント ノートウェンゲヘワートルホ

(55、6歳） 欲スル利ノ頭痛c ーフト之匝症卜見ヘタリ，9

ケ 2月1111 南大門町 新太郎小児 (2歳） 町人 正柾之馬叫i風喝月 2H頃
より軽い咳、漸々発進、呼

吸本迫、喘I！り、腹満、真視-¥

'' 2月1211 鳩組屋敷 k村新兵術小児 武家

(5歳）

“' 3月 5Ll 相泉橋川原端 大坂尻半兵衛小児 町人 安痘服満、発熱、呼吸短 ャラッパ 3分、桂花西香 ャラッパの刺激ニテ且Ij死ス。
佐久IHJJ. (3歳） 寒、喘嗚、使通微小、ウナ 可、泣腸、ヂギタリス

リ声、 l(ll色失フへ
1,9 3月1lH 田川丈右衛1"l女児 武家 発熟、腰ヒヨヒヨ、精心錯

(3歳） 乱、面部頭中紐状発ス(‘

II 3月18日 松永町 大工八蔵 町人

ケ 7月17日 羽室重蔵麦 武家 発後水腫軽祉

'， 房州屋内嘉兵衛 町人 胸水

/1 7月21日 浅草新堀バタ 松平内記様 武家 キリステル（浣腸） 見舞（往診のこと）

I/ 7月25日 浅崩新堀バタ 松平内記様 武家 代診

', 8月 5日 尾川町 稲葉農後守様御尻 武家 眼病 水蛭付

敷内、大崎権蔵妻

ケ 8月 6日 立身坂 l•III I凡様内小倉常 武家
助、駿河殿妻

'' 8月 6R 浅ぃ：新堀ハタ 松 ‘I;•内品様等 武家 見舞（往診）



oooo 

'' 8月 7H 男f (13歳） 町人 小腹琢痛、睾丸t欣衝、膿 膿の潰れた箇所にカテート 灰白色で少し赤色の混じった

ルを施し膿を排出。 粘流膜を帝びた塊が出た c

', 8月 8H 岡本仁左衛門小児 武家 腹痛、微咄 牛謄丸、他胃剤、桂枝水 3 [ll)ほどHlいて阿復
(8歳）

ヶ 8月12l:J 深川小河町 近江屋嘉兵衛よ 町人 胸瞼腎等に水蛭付＼ヽ
,, 8月14R 浅序稲荷町 小間物尻伊勢屋惣 町人

助妻

ク 8月14H 長谷町 都屋主人 町人 片頭痛、歯痛 水桂を施すu

lI 8月19n 新堀 本岐氏小児 武家 叶ド、全身変急

', 8月19H 本郷春木町 近藤石見守御家老 武家 喘息 11歳より発病c
長瀬与兵衛倅(18
歳）

/1 8月20El t州助ー：郎 武家

I; 8月26日 山下 井上痛平次麦 武家 胸水梱

I/ 8月27日 山下 井上嘉兵次麦 武家 胸水症真症（：脈遅弱、面、 胸水症真症とみたり c,

腹、足等に軽き水腫、皮膚 17年以前初産をなし（中略）
乾燥、呼吸喘鳴、眩罰、気 徊歳五六ずつ悪寒発熱他

絶

み’ 8月29日 浅草新堀 木村義兵衛 武家 卒：中 刺絡 粘滑忠色之r(Tl＿こ I・ t!程出る，
昼八つ頃死すr,

，， 9月 1日 長谷町 内藤長次郎 武家 卒中 刺絡 百二十HII',。体質強れ。
1， 9月 2H 坂井終理太夫様浦 武家 診察

夏木勇太郎

ケ 9月111::l 松平内記様内 松浦軒筆妻 武家

ケ 9月11日 松平内記様内 斎藤鉄蔵 武家 人腸に病 発表剤（発泡行lj?) 

ケ 9月14日 横山町 大坂屋 町人 ホルトガル、ワス料を練り 夜六つ半頃迄留守を預かる

綿延にて両膝に付る）

ケ 9月15日 横山町 大坂屋 町人 蒲黄ホルトガル蝋ー．．昧之膏 延べ九枚桁える

栗を練り綿延べる。
,, 9月16日 松平様御内 松浦勘平 武家 痔瘍 痩、大凡落ちる。

ケ 9月19El 横山J. 大坂屋 町人 見舞（往診）

ケ 9月191::l 長谷川 j- 都屋源助 町）＼． 蛭付
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', 9月23H 大坂屋It助 町人 見舞（往診）

ル• 9月23日 松平暗之助様 武家 見舞（往診）

‘’ 9月24日 松平喘之助様 武家 浣腸法

l1 9月24U 桜田御屋敷 人工て蔵 町人

/1 9月24「l新堀 松平暗之助様 武家 況腸法

II 9月25日 横山町 大坂屋庄助 町人 見舞（往診）

Iノ 9月25日 長谷川 1- 都屋源助 町人 水蛭付

ク 9月27日 横山町 大坂屋庄助 町人 見舞（往診）

It 9月28H 左門町 中村屋彦衛門 町人 見舞（往診）

'， 9 JJ 29 H 浅芹新堀バタ 松平内記様 武家 見舞（往診）
，， lOJl 311 浅依新堀バタ 松平内記様 武家 見舞（往診）

', lOJJ 411 浅汀．新堀バタ 松‘ド内記様 武家 浣腸法 見舞（往診）

', 10 jj 81] 浅が新堀パタ 松平l村品様 武家 見舞（往診）

', 10月14IJ 浅収新堀バタ 松平内記様 武家 見舞（往診）

ケ 10月15H 都屋源助 町人 見舞（往診）

', 10月15I! 大坂屋庄助 町人 見舞（往診）

ケ 10月16f:J 池之端 菊地容齋 (H本圃i武家 見舞（往診）

家）

み’ 11月 6H f公平内紅汁菜払J t坂氏友 武家

ケ／＇ 11月 6日 本岐小児 武家

II 11月 7H 本岐 武家 見舞（往診）

l1 11月17日 ：几味線大l岡様 武家 見舞（往診）

I/ 12月10日 横山町 大坂射／じ助カミ様 IIIJ人 片頭痛
ケ 12月18日 御尾敷 井． r.崩兵衛 武家 ド）『 使の此太郎が来る

ク 12月19日 溜池御屋敷 諸田孫し 武家 判・1梃
ケ 12月22日 松平内記様内 おみき 町人

ケ 12月22日 本岐道平 武家 見舞（往診）

', 12月26日 天皇橋 三宅捨蔵 武家 見舞（往診）

犬保12年 3月 3R 俵丁 尾張屋娘 (6歳） 町人 腹部塊
', 4月13H 人見七兵衛 武家 陰茎切断 主力は戸塚静i餅手際良し勺
，, 5月 6U 牛込二十騎町 添戸清兵衛 町人 エレキトル
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＜象先堂・書籍を使った修業（会読、蘭書の写本等）の記録＞ 天保11年7月～同 12年4月 （表 2)

日 付 場所 内 容 時 刻 参加者と所属塾 備 考

天保11年 7月17日 箕作元甫宅 原月：の儀二付行，｝
// 7月2In 伊束玄朴‘む ビュルメンバソクの会 夜五つ (20時頃） 伊束熟生啓）I|且、柳翠、 1Ji|Ill、如軒、

より 徳j月、良ft
坪J-t熱生仲哲
小―明 門次、り｝玄、りj次、

文恭、玄束
,, 7月22LI 大槻俊齋宅 ウェイランドフーギング 夜六つl・ (19時） 伊東熟生艮fi 先牛、帰宅深夏にて占原燈籠

ムぢ:-i •99C' .~> 頃行く] 坪井熟牛 仲朽、文lll 見物へ。
', 7月25ll 大槻俊点宅 会無之候。

'' 8 } ] 6 l l 伊東玄朴宅 人身究理曹ノ会。 夜 伊東熱牛 柳翠、佐1"l、又玄、徳融、
咋、良桁

不明 hii• 一ー、 玄束、
/1 8月 81_1 大槻俊斎宅 文法の会c 夜 伊束熱生 良哲

坪JtiluI・：仲-f'Y-、文111
イ澗j イi_:_

/1 8月21n 伊東玄朴屯 人身究理書生力編ヲ会ス［ 夜 li一つ平煩 (21 1}t束熟’t ‘ぷ準、等、柳翠、玄民、
時頃）より， 左l"l、徳勇、良哲

不明 文恭、玄東
1,9 8月25日 大槻熟 ウェイランド、アールド之 1，t八つ 1':(1 5 

アルゲメーテーフルシュク II、j')
卜之組ヲ原書卜読合ス

'， 8月26日 伊東玄朴宅 会 h つ 1,• 頃 (21 時 先生帰宅して始まる 斗匂人り
頃） 会ノ後二射£‘此スイヽ 都合也

ケ 8月28日 大槻俊斎宅 大槻之会， 夜 fi／つ頃 (20時
頃）より

九つ前 10時前）
に帰る

ケ 9月17日 大槻俊斎屯 人槻文法，り会
ク 9月21n 伊東玄朴宅 ビュルメンバック会スう 会珀玄朴r,

ケ 10月27日 ヅーフ a字ノ篇成就ス



I; 10月28日 箕作元甫宅 ヅーフa字ノ部返却、丈z
才：ノ部ヲ惜lllスj

天保11年11月 51::1 箕作元甫‘む マードシカッペイ受取二行 先4:．（箕作）留守

ク，9

ク 11月13日 セインタキツヲ‘ij始ル

ケ 12月16日 セインタキス‘IJ-シ終ル
', 12月17H ヅーフ U字ノ部ヲ写シ掛

ル，

II 12月28I I 1t作）じIli‘む ヅーフu字ノ部返済ス。

犬保12年 4月 711 伊束玄朴‘む ビュルメンバッフ心臓之牛 夜五つ頃 (21時）

｝Jノ勢之部会c より

'' 4 Jl 25 11 大槻俊点む 八郎助と対してカランマチ 伊東熟ft l’↓?t 
力動字ノ部ヲ相談ス。 i平井口枯Jj:． Ji..l9!|；jJ)J 

1

ーヽ
巴{-}
I
6
 


